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第1章 インドネシア国の概況

1.地理､気候等

(1)基礎的データ

一国 名: Republicoflndonesia

一独 立:1945年8月 日

一国土面積:
1,905,000Km2

一人
口: 188,770千人

口 語:公用語 インドネシア語

-宗 教:イスラム教､キリスト教,ヒンズー教,仏教

(2)国土及び気候

インドネシア国は､西スマトラ島のサパンから東はイリアン･ジャヤ(西イリ

アン)のメラウケに至る東西約4,800Km､南北約1,600Kmにひろがる世界最大の群

島国家で,その面積は日本の約5倍である｡

この世界最大の群島国家であるインドネシアは､大小あわせて約13,000余の島々

からなり､主な島はスマトラ,ジャワ,カリマンタン,スラウエシ,イリアン･

ジャヤの5島である.国土は北緯6度から赤道をは苧んで南緯11度､東経95度か
ら141度の位置にあるム

2.経済の動向

(1)概況

1981年に一人当りGNPが500ドルを超え､世銀分類8三よる中所得国となったイ

ンドネシアであるが､ 1981年からの世界不況の深刻化に伴い石油市況は低迷を続

け､石油輸出収入に大きく依存していた同国経済はいわゆる逆オイルショックに

見舞われた｡これによる国家歳入不足を補うため､ 1983年3月には通貨を1ドル

703ルピアから970ルピアへ38%切下げ､歳出面でも5月に主要プロジェクトの見

直し等の対策を講じた｡その結果1983年度(1983年4月-1984年3月)のGDP

成長率はやや回復したものの､国際収支の悪化と債務の累積に見舞われ､第3次

開発5カ年計画期間中(1979年4月-1984年3月)の平均GDP成長率は6.0%と

なり,目標としていた6.5%を下回ることとなった｡

第4次開発5カ年計画(1984年4月-1989年3月)では､国際石油需要の見通

しが不透明なこともあり､目標GDP成長率は年平均5%と低めの設定となった｡

'同計画では､非石油･ガス産品の輸出促進を主な課題として掲げ､同計画期間中

に非石油･ガス産品輸出を倍増させることを目標とした｡また､均整のとれた産

業構造を実現するため製造業部門の発展に重点を置き､製造業部門の年平均目標

成長率は9.5%と高く設定した｡さらに､財政引締め,民間部門の育成､市場経済

重視､規制緩和等の構造調整を推進した｡ G DP成長率は1984年には目標を上回

る7.0%を達成したものの､ 1985年には石油等鉱業の落ち込みにより2.5%の成長に
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止まった(表Ⅰ
-

1) 0 1986年には国際石油価格の急落で同国経済は苦境に陥り､

9月には1ドル1,134ルピアから1,644ルピアへと45%の通貨切下げに追い込まれ,

同年のGDP成長率は5.9%であった｡ 1987年には非石油･ガス産品の輸出額が石

油･天然ガスの輸出額を僅かながら上回る等｢輸出元年+と呼んでしかるべき年

となり､石油･ガス部門の極端な不振にもかかわらず全体でのGDP成長率は4.9

%となった｡その後同国経済は､非石油･ガス産品の順調な輸出拡大を中心に回

復し,また､国際金融界との関係を重視し国際的信任の回復を優先的政策課題と

してきたため, IGGIを中心とする国際金融界の支援及び日本等からの投資･

融資も回復し, 1988年のGDP成長率は5.7%となった｡

第5次開発5カ年計画がスタートした1989年度の経済は､世界経済の好調を背

景に,石油やその他の一次産品価格が好転し,非石油･ガス産品輸出や外国投資

が好調を持続するなか､ 1988年後半に出された規制緩和政策パッケージの効果が

経済全般に現れ､銀行の新設ラッシュや資本市場での株式公開企業の急増､国内

民間消費の増加等､金融をはじめ民間部門の経済活動が一層活発化する等､久々

の好況に沸いた｡ GDP成長率は7.4%に達し,パンチヤ･シラに基づいた公正で

繁栄する社会への開発に向けて｢離陸+すること_を目指した第一期25カ年計画の

最終段階に当たる第5次5カ年計画は好調なスタートを切ったといえる｡

第5次開発5カ年計画では､年率5%の纏済成長を見込む.うちエ業セクター

8.5%､農業セクター3.6% (うち食用作物は2.5% (米は3.2%) ).国内総生産に

占める農業のシェアは5年間で23.2%から21.6%に低下｡

農政の目標は､経済的｢離陸+を可能にするための強固な農業セクターの実現

(食程自給の強化､品質の向上､ビジネスチャンスの拡大､移住計画及び地域開

発の支援､工業部門の支援､輸出の拡大) 0

(2)産業別の動向

Ll)農林水産業部門

農林水産業部門は1970年代初期においてはG DPの45%を占めていたが､ 1980

年代にはいって石油部門の拡大とその収入による他部門の急速な成長によりシェ

アは次第に減少し, 1989年には20.6%にまで低下したと見込まれている｡また同部

門従事者も1971年の64.2%から1980年には54.8%, 1987年には54.0%と緩やかに減

少している｡しかし､依然として同部門がGDPに占めるシェアは最大であり､

雇用吸収部門としても最大であるため,インドネシア政府は農業振興を政策の最

重点課題としてきた｡

第4次5カ年計画においては,食糧生産は米を中心として飛躍的に増大し､

1984年には木の自給を達成するとともにトウモロコシ､キャッサバについても変

動はあるものの自給水準に達し､目標としていた食糧増産と自給を達成した｡第

5次5カ年計画での目標は､第6次5カ年計画期間中の経済的｢離陸+を支援す

るための食糧自給の強化,品質の向上,ビジネスチャンスの拡大､移住計画及び
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地域開発の援助､製造部門への援助､輸出の拡大を図ることとなっている｡

土地利用形態別面積は表Ⅰ-2の通りであり､総農地面積は約34百万ヘクター

ルで全国土面積の17.6%を占めている｡このうち7,316千ヘクタールはジャワ島に

位置しておりジャワ島だけでみると農地の割合は56.1%に達しているため､農業の

開発可能地はむしろジャワ島以外の国土に多く､政府はジャワ島外への移住政策

を推進している｡世界銀行によると将来ジャウ島外に40百万ヘクタールのエステ

ート作物用の土地が開発可能と考えられている｡ジャワ島における農地利用は水

田が47.1%,畑43.1%を占め､ジャワ島外では港概施設の遅れもありエステートが

35.6%､畑が35.4%を占めている｡

作物の種類は赤道付近で熱帯気候というインドネシアの立地､気候条件に大き

く影響され､また､土地の肥沃さはジャワ島､マドゥラ島､バリ島と､その外側

の島とで大きく異なっている｡内側の島の肥沃な火山性の土地は集約的な耕作､

特に釆等の季節的な食用農産物の発展に寄与し,外側の島の比較的地味の乏しい

土地では主に輸出用の多年性の木や低木の作物が作られてきた｡

農業経営形態はジャワ串を中心とする小規模零細な農家経営と,スマトラ島等

の外島を中心とするエステート(パームやし､ゴム,コーヒー､紅茶､砂糖の商

品作物栽培)農業に大別される｡農家経営はo.5ヘクタール程度の規模の個人経営

が多く､釆を中心とする食程作物(トウモロコシ､キャッサバ､サツマイモ､落

花生､大豆等)や園芸作物等自給自足的な癌営を行うほか､換金作物(コーヒー､

丁字等)も生産する｡エステート農業は､エステート公社(地域毎に設立されて

いる独立採算制の国営企業体)が経営する大規模な農園を中核として周辺の農家

も参加する経営形態であり,オランダ続治地代のプランテーションがその前身で

ある｡このようなエステート作物は重要な外貨獲得源となっている｡このほか,

農繁期に他の農家に労働力を提供することで所得を待てレI-るいわゆる｢土地なし

農家+あるいは｢農業労働者+がかなりの数にのぼっている｡

インドネシアの農業形態は零細な自給自足的経営が多く､生産の7割は縁故釆

を含む自家消費に向けられているといわれ,現金収入は園芸作物やエステート作

物等の換金作物販売,労働貸金,出稼ぎ家族からの送金等に頼って}､るものとみ

られている｡

農産物の中で最も生産量が多い禾は国民の噂好が強く､単位面積当りの人口支

持力が高いということに加え､零細農家は米作への依存度が高く凍の増産による

所得向上効果が期待できるため,インドネシアでは､米の増産及び自給の達成に

農業生産対策の重点を置いてきた｡米生産の不足からインドネシアは1970年代後

期から1980年代初期にかけては世界最大の米輸入国であり, 1980年のピーク時に

は輸入量は200万トンを超えていたが､ 1984､ 1985年の国内生産の増加により自給

を達成した｡こうした米生産の成功は, ①優良種子,肥料､農薬等の使用､ ②ビ

マス/インマス計画と呼ばれる集約栽培指導の拡大､ ③港概施設の整備､ ④比較

的天候(降雨)に恵まれたこと等によるものとされている｡しかしながら､その

後人口と,一人当り消費量の増加や､病虫害の発生､早魅等のため不安定な状態
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が続き､一時は250万トンに達した食糧調達庁(BULOG)の在庫も減少を続け､

1988年末には米国からの米の現物援助や､タイ東の輸入を必要とするまでになっ
た｡しかし1989年雨季作については降雨に恵まれ史上最大の豊作となり､フィリ

ピン等への禾の貸付けが行われた｡近年,米の自給に関しては,食糧倉庫の能力

に限界のあることや大量の在庫保有財政負担が大きい等の理由から､不足時には

輸入し余剰分は輸出するという傾斜的自給政策を採用し始めている｡米の生産量

及び輸入量の推移は表Ⅰ-3の通りである｡

食糧作物部門は第2次5カ年計画以降振興が図られてきたが､需要や価格が不

安定であり,禾に比較すると収益が低い等の理由から生産規模は小さい｡しかし

禾自給の達成後,大豆､トウモロコシ等の輸入産品について本格的な生産振興が

図られた結果､トウモロコシについては自給水準に達したと言われている｡大豆

は搾油用やインドネシアの伝統食糧であるタフ,テンペ等の原料として使用され､

蛋白質供給源としても重視されているが,自給は達成されておらず例年40万トン

程度輸入されており,生産拡大が図られている｡食糧作物生産量の推移は表Ⅰ

-4の通りである｡

エステート作物部門は第5次5カ年計画において高成長が期待されており､カ

カオ､パームやしについては栽培面積の拡大による生産増が､コーヒー､ゴム､

ココナツ,紅茶については改植等による生産の効率化による生産ならびに輸出の

増加が見込まれている｡砂糖は加工業向けに需要が伸びる一方､港概地域の砂糖

きび畑の水田への転用等が伸び悩んでおり輸入が増加している｡エステート作物

生産量の推移は表Ⅰ-5の通りである｡

畜産部門は人口に比較して飼養頭羽数が少なく､小規模な農家による飼育が多

いが､豚､ブロイラーについては輸入飼料を利用した企業経営による飼育もみら

れる｡豚についてはシンガポールへの輸出もされてレナる｡同部門は国民栄養改善

の観点からも重要視されており,第5次5カ年計画期間中の､乳牛､ブロイラー

の伸長率は各々14.6%､ 10.0%と見込まれている｡家畜飼養頭羽数の推移は表｡

-6の通りである｡

3.第5次開発5カ年計画の概要(1989年4月-1994年3月)

(1)目標と戦略

第5‾次開発5カ年計画期間は第1次25カ年長期開発計画の最終段階であると同

時に､経済的自立を目指した次の開発計画への準備段階である｡当計画において

設定されている開発の三大指如ま,
_Ll)適正な｢経済成長+

､ ②更なる｢公平な所

得分配+ ､ ③より大きな｢国家の安定+である｡

以上の三大指針に基づき,第5次計画の目標賭しては, ①全国民の生活水準の

向上, ⑦よりバランスのとれた経済構造-の転換, ③増加する労働力の吸収の三

点が掲げられている｡

以上の目標を達成するための戦略として,経由の更なる多様化､効率化､活性
化を目指した構造改革の実行がうたわれており,具体的には農業部門においては
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食糧自給の安定化と生産物の多様化を､製造業部門においては輸出振興とそれに

伴う外貨の獲得に加え雇用創出を重点項目として挙げている｡構造改革のために

は､ II-エ社会経済インフラストラクチャーの整備, ⑦人材育成､ ③規制緩和と非官

僚主義化による民間活力の導入が必要であり､その際あわせて慎重な天然資源監

理が求められるとしている｡

(2)具体的計画と資金計画

1)成長目標

第5次計画では､ GDP成長率は年平均5%に達すると見込まれているが､人

口増加率が同1.9%と推定されるため,一人当りのGDPは同約3.1%の成長と見込

まれている｡

第5次計画の部門別成長率及び各部門のシェア予測は表Ⅰ-7の通りである｡

農林水産業部門は米生産の3.2%の伸びによって､製造業部門は非石油･ガス輸出

の加速化によって達成されるとしている｡このGDP成長率の5%という数字は,

非石油･ガス部門の予想成長率を年平均10%,石油･ガス部門の予想成長率を同

4.2%として算出されている｡この結果､計画終了時には農林水産業部門はGDP

に占めるシェアが23.2%から21.6%へ,製造業部門は同14.4%から16.9%へ,石油･

ガス部門は同19.8%から16.3%へと変化し,石油への依存度を一段と弱めて経済構

造が改善されるとしているが,政府資料に′よると,すでに1988年に農林水産業は

2l.2%､製造業は18.2%のシェアとなっており､さらに1989年には各々20.6%､

18.5%のシェアに達したと推計されている(表Ⅰ-1参照) 0

人口増加率は栄養的向上による出生率の低下と家族計画の成功により徐々に鈍

化し､第4次計画では年平均2.1%となった｡第5次計画ではさらに1.9%まで低下

すると見込まれている｡人口分布についても計画期間中の改善が期待されている｡

ジャワ島の人口は年率1.5%で成長し計画期間中に105.8百万人から114.1百万人へ

と､ジャワ島以外の島の人口は,年率2.4%で成長し期間中に69.8百万人から78.8

百万人へ増加すると見込まれている｡

労働人口は計画期間中74.5百万人から86.4百万人へと増加すると予測されており､

計画目標達成のためには製造業部門､農林水産業部門､その他部門で各々2.3百万

人､ 4.0百万人, 5.2百万人の新たな労働需要の創出が必要とされている｡

年平均5%のGDP成長の達成のためには,期間中の5年間に239.1兆ルピアの

総投資額が必要とされる｡投資の増加率は政府､民間合計で年平均15.2%に達する

と予想され､その結果､ GDPに占める投資の割合は期間中に22.7%から27.7%へ

達すると考えられる｡

2)主用部門別目標

①農林水産業

同部門の目標は以下の通りである｡

a.禾を始めとする食程作物の増産による国内需要の充足
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b.

C.

d.

大豆､砂糖の増産､輸入抑制

畜産,-エステート､園芸部門を中心とした雇用磯会の創出

エステート作物､野菜､水産物(主にマグロ､エビ)輸出の振興による安

走的な外貨獲得

上記の目標達成のための基本方針は以下の通りである｡

a.米その他の作物について､各作物に合った新技術の普及

b.移住事業･澄渡の普及による外島への米の作付け拡大ならびにエステート

作物の作付け拡大

c.既存港概設備の活用､特に末端水路の整備とエステート作物の改植

d.特に畑作における､大豆､オレンジ等への転換ならびに作物の多様化によ

る国民の栄養改善と農家経営のリスク削減

同部門の開発目標は表Ⅰ-8の通りであるが､キャッサバ等1989年の実績が既

に目標値を上回っているものも見受けられる(表Ⅰ-4参照) ｡開発の優先順位
が高い作物は､米､トウモロコシ,大豆､オレンジ､ニンニク､食肉､卵,エビ､

マグロ等である｡

畜産については,国民生活における食糧の多様化と栄養の向上を目的とした需

要増が予想されており,これに対応した畜産物の品質向上のために､人口受精､一

優良品種の導入､飼料の品質向上､薬品とワクチンの使用,信用の供与等の諸施

策が行われる計画である｡

漁業については､畜産と同様食糧の多様化と栄養の向上ほか､輸出拡大による

外貨獲得が目的となっている｡輸出には高価かつ競争力の強い水産物ならびに水

産加工品､すなわちエビ､マグロ肉等に重点が置かれている｡漁業生産高向上プ

ログラムには,醇化場,漁港､水産市場といったインフラストラクチャーの整備､

研究所の改善,痛虫害村策のための漁業保護サービスセンターの設立,病虫害の

施行に備えた薬品とワクチンの供給,小規模漁業経営の振興､生産の拡張サービ

ス､水産物の加工販売等が挙げられている｡

林産物増産計画の目的は,林業従事者の生活水準の向上に結び付く森林資源の

価値の向上である｡計画期間中は､燃料及び安価な建築用木材供給用の15万ヘク

タールの森林開発､ 64.4百万ヘクタールの森林の効率と生産性向上､ 30.5百万ヘク

タールの土地の森林への転換, 1.5百万ヘクタールの森林プランテーション開発､

ラタン､蜂蜜,絹､白木質等の新たな林産物の開拓､伐木救出-と林産加工の効率

化が計画されている｡

潅概部門では､港概網の580万ヘクタールの整備, 33万ヘクタールの復旧, 50万

ヘクタールの新設､ 44万ヘクタールの摺沢地の干拓, 45万ヘクタールの土地の洪

水制御すなわち用水池ならびに用水路の建設が計画されている｡

農林水産部門の年平均目標成長率は3.6%であるが､その内訳についてみゃと,

翠(乾燥･籾付)は生産量では41.6百万トンから48.7百万トンへ増産される結果,
年平均3.2%の成長とされ､食糧作物全体では最低でも同2.5%と見積もられている｡

畜産部門については同5%,うち食肉同6.2%､卵同5.2%､牛乳同12.9%と高い成
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長が期待されている｡水産部門については同5.5%､うち海洋漁業同4.3%,内水面

漁業同2.4%､養殖同9.1%と見積もられている｡エステート作物は同6.7%以上と

みられ,うちゴム同5.5%,ココヤシ同5.0%,パーム油同19.3%､パーム核同19.0

%と計画目標が設定されており､林産物は同3.0%と見積もられている｡

第2章 移住地開発計画

1.概括

(I)移住事業の歴史

インドネシア国の移住事業は,比較的長い歴史を有する｡ 1905年､スマトラ島

のプランテーション開発のため､ジャワ島から熟練農業者を移住させたのが最初

とされる｡しかしこの時代のものはオランダ植民地続治下のことで､コロナイゼ

-ションと呼ばれた政策であり,小規模なものであった｡

1945年の独立後は,国家の防衛と安全の強化のため､特に外島の開発のための

人口増強が必要となり､さらに急激な増加を続けるジャワ島の人口対策のために

も､移住事業は常に政府の重要政策として実施されてきた｡しかし､当初の20年

間は､比較的小規模な数量に終始した｡

1969年､第1次25カ年長期開発計画が策定され､同時に第1次開発5カ年計画

が発足してから､移住事業もまた固定の改革として,計画的に継続されてきた｡

第1次から第5次までの開発5カ年計画､ま5年間における移住事業の実績は､後
述のとおりであるが,既に1,500,000世帯､最盛期には年間150,000世帯のの移住を

完成させている｡

しかし､ 1980年代(第3-第4次)が､個人の家族単位で移動する移住事業の
ピークで, 1990年前後(第5次)からは､国内経済の発展に伴って､移住応募者

も減少の傾向を見せ､政府も移住政策の方向を後述のように変更してきた｡

ただし､国内経済の発展に伴って移住応募者が減少の傾向､と言っても､貧困

層が大幅に減少したとか,就労機会が大幅に拡大されたとかいうのではなく,日

雇いや季節労務が増えたもので､ジャワ島における人口過密､相対的貧困層の増

加は,むしろ拡大しており､政府が今後もより移住事業を充実させ,就労機会の

大幅な拡大を図って行く方針に変わりはない｡

インドネシア政府は､ 1993年3月の内閣改造に当り､移住大臣を交替しさらに

｢移住省+の名称を｢移住及び森林(不法)居住者再定住省(Departmentof

Transmigration andForestSquartterResettlement)
+と改称した｡これは､永く森林地

帯に居住し,採取,焼畑を主体に,伝続的な生活形態をとっている多数の原住民
を､入植地に取り込み,農業等の正業に就かせ,教育の機会を与えるもので､移

住政策の新しい展開と言えよう｡

*ただし､本報告では､以下｢移住省+と略称する｡
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(2)移住事業の意義

世界各国で行われた､または行われている移住事業は､およそ次のような国家

的背景を持っている｡

LIJ)国内のある部分の人口過密､就労機会の少ない貧困層､村策のため移動さ

せるもの､

[L!2J

L3,

国内の過疎地帯を埋め,資源の有効利用を図るため移動させるもの､

周辺国との関係で領土の保全のため､主として軍隊を中心に移動させるも

の､

(i)主として経済的理由により,自国民を他国に移住させるもの｡

インドネシア政府がおこなっている移住事業は､ ①､ ②の理由によるものであ

る｡

日本が100年余り前に行なった北海道､樺太に村する屯田兵は, ①､ ②､ ③の総

合的な理由による｡同じく日本の南米移住は､主として④の理由によるもので､

∫I CAの中に現在も移住事業部が存在する程である｡

中国は､ソ連との関係で③の理由により､東北地域に軍隊を大量に投入し､後

にこれを通常の自治体に切り替えたため､部隊番号のままの町村が多数存在する｡

イスラエルは現在も③の問題に関係して他国を占領している｡古くは､ヨーロッ

パの列強が競った植民地拡大政策も､移住事業の間違った一形態と見ることがで

きよう｡

インドネシア国の移住事業を､棄民政策である､ジャワ化政策である,とする

批判が､世銀や日本の一部にあると言われるが､先進国の例を見るまでもなく､

それは内容に無恥な者の場当たりな意見であろう｡インドネシア国のよう.に､多

民族国家にあっては,各民族､部族の伝統的文化を尊重し保存しつつ､全国統一

の新しい共通文化を形成し､近代国家としての強固な基盤を築くことが､重要か

つ不可欠なことは自明である｡

ただし､インドネシア国の移住事業は､国内法により各省が分担するため､一

部無理が認められたり,ギリギリの政府予算の中で行をわれるため､事業として

の不備が生じたりしている面はある｡これらは,改良の余地が認められるところ

である｡

(3)移住事業の法則

インドネシア国の移住事業は,次の3つの法律によって運用されている｡

1)移住基本法･法律 No. 3, 1972年制定､労働･移住省

◎この法律は､移住について定めた､ 9条27項から成る基本法で,その目標として

･生活水準の向上､ ･地域開発, ･人口のバランスある分布､ ･国土のバランスあ

る開発､ ･自然資源と人材資源の有効利用, ･国の統一と民族の単一､ ･国土の

防衛と安全の強化､の7項を挙げている｡

◎6条15項に,移住地は内部の社会･経済条件を満たし､かつ州政府の受入準備を
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整えた上､事業開始から5年以内に､移住大臣から内務大臣に移管されることが

定められている｡

2)移佳施行法 政令 No.42､ 1973年制定､労働･移住省
◎この法律は､移住偉業の実施について定めた､ 16条45項から成る政令で､担当す

る省庁,実施予算,入植(者)の条件､救済規定,等を定めている｡

◎13条28項に､農民には最小2.Oha,内訳はo.25haの宅地と1.75baの農地を､農民以

外の移住者にはo.25ha宅地を､配分することを定めている｡

3)移住施行調整法 大統領令 No.59､ 1984年制定､移住省

◎この法律は,移住省の新設に伴う､ 8項から成る大紋領令で､移住大臣に関係各

省庁の総合,調整の責任を負わせ,移住省の■組織､役割,予算等を規定している｡

◎1項に移住事業に関係する省庁を次の10に定めている｡ ■･移住省､ ･内務省､

･公共事業省､ ･農業省､ ･林業省, ･通信省､ ･協同組合省､ ･保健省､ ･人

口､環境庁､ ･国家開発計画庁/国家開発計画会議(BAPPENAS) 0

これらの法制のうちで､基本法の6粂15項,及び調整法の1項が,移住事業の

円滑な実施を阻害するケースが生じており,改正の必要が実感されている｡前者

は移住地を5年以内に,移住省から内務省iこ移管することを定めているが､内務

省は事業の実施機能を持たないため, 5年以後の2次開発,リハビリテーション､

災害等に,機能的に技術対応する責任省庁が不明瞭なこと,このため移住地の経

済発展が著しく遅れる結果となることがある｡後者は関係省庁を多数定めている

がそれぞれルーティンワークを持つため､移住地の対応を後回しにすることが多

く､これも移住地発展の阻害要因となっている｡

(4)移住事業の実施体制

1)実施組織

移住省は､ 本省に大臣官房の他, 3総局,地方各州にそれぞれ地域事務所を置く｡

大臣官房:

監査総局:

移住地準備総局

募集動員総局

地域事務所:

5局､ 2センター

5局

6局

6局

送り出し地域事務所,地方自治体事務所

受け入れ 'y
,

',

この中で､移住地準備給局が技術の中心で､移住地の選定､土地取得,計画設

計､工事発注､施工監理,等を担当する｡募集動員総局は,入植者の募集選考､

教育訓練､移動､入居､生活指導,農業生産指導､等のソフト部門を担当する｡

移住省の耽員は､本省約3,000名､地方約15,000名､合計18,000名であるd
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2)実施予算

過去3年間の予算を示せば､表Ⅰ-9のとおりである｡移住事業の年間予算は

年々増加しており､ 1992/93年度予算は約8千億ルピア(約4百億円)に達してい

る｡これは国家予算の1.4%にも当たり､政府の移住事業に村する積極的な姿勢を

表しているものと理解することができる｡国際協力分は約10%以内で,健全な予

算と見られる｡

国家予算は年間10%以上の大幅な伸びを示しているが､国家予算に占める､外

国政府を含む国際機開からの協力分は､総額においても割合においても､年々減

少している｡これは従来,大口貸し付けをしていた世銀やヨーロッパ政府の+財

政難による引き上げもあるが,何よりインドネシア国の経済成長による,財政の

伸びの大きさを示すものと理解できる｡

3)実施基準

移住事業の計画､設計に関する技術基準は､公共事業省が作成した土木工事の

基準を､移住地の特性に合わせて修正し,利用している｡この基準には､道路､

橋梁,付帯構造物,等の寸法が示されているが､構造計算､材料強度､等の根拠

は明示されていない｡湛概については,構造物の寸法基準,等は示されているが､

水源,水文､気象､等の基礎調査､計算の分野が不備である｡

公共事業省でも移住省でも､計画､設計にはコンサルタントを活用するのが一

般的であるが,発注者側の基準の整備,チェック機構の拡充が必要と見られる｡

一方,入植者の募集選考､教育訓練､送り込み､等に関しては､移住省独自の
基準によっており,整備された施設設備,長期の経験に基づいて行なわれている｡

【入植者の基準] :インドネシア国籍､能力と経験､健康,優良な素行､自発的

な意志､法制の専守｡

【例] :輸送に閲し,鉄道､船舶の利用のほか､遠隔地大量輸送のため､移住省

所属の大型輸送機:トランサル3機(25家族､ 100人乗り,日本製) ､ヘ

ルキュレス1機(35家族､ 140人乗り)の計4機を有する｡

2.過去4次の5カ年計画の推移

長期開発25カ年計画及び第1次開発5カ年計画は,共に1969年､現スハルト政

権の発足と同時に開始された｡そして現在は,長期25カ年計画を終了し(1993年

3月)
,第5次5カ年計画の最終年に入っている｡
第1次から第4次まで20カ年の,移住事業の実績は表Ⅰ-10のとおりである｡

実施したプロジェクト数は989､ジャワ島を中心とする､送り出し地からの移住戸

数は､ 140万戸に達した｡

開墾面積146万ha (割り当て面積を含めればその約2倍の300万ha)
,道路建設の

総延長は約47,200km､に達する｡住居,給水等の生活施設のほか,学校,倉庫､

モスク,診療所等の社会施設を付帯させ､さらに自費移住者の中には､農業等の
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ほかに大工､鍛冶屋､床屋､洋服屋､雑貨屋､飯屋等々を多数含む辺りは圧巻で

ある｡

ただし､これらが全て成功しているとは言いがたい｡建設後10-15年経ても自

立できない者も20%前後あると見られるが,その原因は主として､排水不良地､

無港概地､遠隔地等の低生産性にあると考えられる｡第2次開発､リハビリ等の

精度確立が急がれるところである｡

3.現･第5次開発5カ年計画の内容と推移状況

1993年現在,第5次開発5カ年計画の最終年度に入っている｡前出のように､

近年の国内経済発展の活性化により､ジャワ島からの移住希望者が減少していた｡

しかしこれは､ジャワ島の安定した雇用機会が増加したと言うよりも､バブル的

な経済に期待して,貧困層が不安定な生活から離れようとしないことによるもの

であった｡

第5次では､ 4年間にプロジェクト数は776に及んだが,入植戸数は計画の55万

戸に対し,実施は21万戸, 38%に止まっている｡しかし､時代の要請で､入植地､

入植施設の内容が拡充されているため,事業予算は増加している｡

移住者だけでなく､地元原住民の事業参和も特徴となっている｡

その後ここ数年は,世界的不況の披がインドネシア国にも波及しており､社会

不安にもつながる貧困層の対策が,さらに急がれなければならない病勢にある｡
すなわち､移住事業の実施が難しさを増す中で,移住政策の重要性がさらに増し

ている,と言う一見矛盾するような情勢がある｡長期開発計画の転換期に当り,

政府は新しい時代に対応した,移住政策の見直しを図っているところである｡

4.第6次開発5カ年計画及び第2次長期(25カ年)開発計画の内容

第2次長期開発計画は､ 1993年から始まり2018年までの25カ年に及ぶ｡第6次

開発5カ年計画は､ 1994年度から1998年度までの5カ年度を指す｡すなわち､ 1

年先行して長期計画が策定され+その方向にそって5カ年計画が立てられ､実施

されることになる｡

この長期25カ年計画は, 1993年3月に改造発足した､第6次スハルト内閣の初

仕事として策定されるもので､過去の開発政策の分析評価の上にたって､今後の

方向を決める重要なものである｡

第1次長期周発計画(1969-1993)では,テクノクラート中心による､マクロ

経済重視の政策を通して､問題もあったが全体としてかなりの成果を挙げた､と

評価されている｡

1994年から始まる第2次長期開発計画では,構造調整プログラムに対する反省

もあり､ミクロ経済,人的資源開発等､実態重視の政策への移行がうかがえる,

Lと言われている.したがって第6次内閣では,国内問題,実態経済を指向する実

務家､テクノロジストを重点配置した､とも言われる｡

第6次内閣で,移住省(MinistryofTransmigration)の大臣には､テクノロジスト
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のバックグラウンドを持つ､前公共住宅大臣Ir. Siswono Yudobusonoが任命された｡

また移住省の名称が､移住及び森林(不法)居住者再定住省と改称されたことは､

注目に価する｡

このような背景の中で,移住事業の長期計画の目標は､次のように定められて

いる｡

(I) 1,502,400世帯の森林居住者を,移住地に取り込むことにより､生活の近代化･

向上を図ると共に,森林の乱開発､環境破壊を防止する｡

(2)総人口185百万人のうちの15%, 27百万人を占める最貧困層に､農地を与え､

農業生産に従事させることによって､貧困からの脱出と共に､農業生産の拡大

を図る｡

(3)既設及び新設の移住地､入植施設の拡大化､総合化を図ることにより,地域縁

済開発の拠点としての,新たな役割を果たさせる｡

(4)入植地-の民間投資の導入を図る｡この促進のため､移住省に常設の｢
Business lnfbmation Center on Transmigration Areas (B I C T A)+が置かれる｡

1993年8月､副大紋領出席により開所式が行なわれた｡

(5)人口分布の均衡を図る,国土の均等な開発を図る,貧困層と原住民の生活向上

を図るため,特に国土の東部地域の開発に重点を置く｡

他の角度から考察すると,移住大臣が発表しているように､新しい移住政策の

背景には次のような事情も存在する｡

インドネシア国の近年の急速な経済発展は､主としてジャカルタないしジャワ

を中心に,一極集中的であった｡このため,自然増の他に就労機会を求める社会

増を含めて､ジャワの人口は毎年平均2.5百万人づつ増加している｡ 1990年センサ

スによれば,全国の人口185百万人に対して,面積7%に過ぎないジャワ島の人口

は58%､ 107.5百万人に及ぶ.一方､政府事業としての移住は､その1/10の年間25

万人程度が限界である｡

この過密過疎の緩和,解消には､政府事業と同時に民活を導入して,外島の移

住地を中心に経済開発圏を構成し,ジャワ島居住者に魅力を与え､自発的移動を

駆り立てる､ことが重要であるとの認識である｡特に5次までに､比較的取り残

されてきた東部地域,カリマンタン､スラベシ,ヌサテンガラ,イリアンジャヤ,

に重点を置くことが政府の方針である｡

第6次開発5カ年計画における､移住事業の目標の概要は､次のとおりである｡

入植戸数 600,000戸 (国費 250,000､自費 300,000)

これに要する年度別事業予算は,以下のように見積られている｡すなわち,午

間平均1兆3千億ルピア(円換算約666億円) ､ 5カ年計画総額で6兆7千億ルピ

ア(同3千3百億円)を計上している｡これは国家予算の1%以上を占めるもの

で､ここにもインドネシア政府の移住事業に対する真剣な取り組み､すなわち貧
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困撲滅,地域経済開発に村する姿勢を見ることができるのである｡
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第3章 プロジェクトの概要

1.プロジェクトの名称

北スラヴュシ総合地域開発

Master P)an for Integrated RegionalDeve]opment in Su]awesi North

2.プロジェクトの位置

インドネシアの東北に位置するスラヴェシ島の北スラヴュシ州及び中央スラヴェ

シ州の93,819km2を対象とする.

3.プロジェクトの背景

北スラヴュシ州及び中央スラヴェシ州はインドネシアの島々の中でもGNPが低

く,人口密度,農地面積共に小さく開発が遅れている地域である.一方､森林面

積,降雨量は大きく､移住事業の開発ポテンシャルは大きい｡インドネシア政府

は1994年から始まる長期(25年)開発計画及び第6次5カ年計画でも,貧困撲滅､

農業振興,移住促進を大きな柱にしており,特に国土の東方における移住地を核

とする地域総合開発を重視している｡

本計画は､北スラヴュシ州,中央スラヴュシ州を村象に,マスタープラン調査

を行い,総合開発のモデル地区を策定するものである｡マスタープラン調査は､

対象地域の地形地質,気象水文,森林･植生､動物･早虫,環境､文化等の広範
囲な調査を行い,将来に亘って保存する地域や開発する地域､あるいは移住地域

を分類することを目的とする｡

4.プロジェクトの内容

(1)マスタープランの策定

スラヴュシ島の北スラヴュシ州及び中央スラヴェシ州の93,819k㌔を対象とした総

合開発のマスタープランを策定する｡

調査･計画の項目は以下の通りである｡

一基礎･環境

一社会･経済

一農業･移住

一移住地選定

地形地質､気象水文,森林･植生､

市町村･行政,生産･経済､原住民

土壌･土地利用､農業,移住地

保全地域の分類,開発地域の分類､

動物･昆虫､環境

･文化,観光資源

移住地の選定

(2)フィージビリティ調査

マスタープランによって選定された,開発地域及び移住地を対象に､以下のフィ

ージビリティ調査を行う｡

-農業開発計画

一潅概･排水計画

一農村工業計画
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一農民組織･普及計画

一農村インフラストラクチャー計画

-プロジェクトの実施計画

-プロジェクト費用及び評価
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ADCA P/F 平成5年度の実施案件穂要

様式1-1 農業･農村開発協力案件(開発調査)

北スラヴュシ絵台地域開発
国 名 インドネシア

Republic of
Indonesia

案 件 名
”/p for Integrated Regional Development
in Sulawesi North

地 区 名 Sulawesi Utara. Sulawesi Tengah 北スラヴェシ州､中央スラヴュシ州

相手国担当機関 移住者 肌z)1'stry of Tra月S皿igration

1.事業の背景
北スラヴュシ州(北スラヴュシ州､中央スラヴュシ州)は､インドネシア国の島々の中で

もGNPが低く(412抑/人)
､人口密度(69人/kni2) ､農地面積(0.14ha/人)とも小さ

く開発が遅れている地域である｡一方､森林面積(58%)
､降雨量(3,7OOtnm/年)とも大き

く､移住農業の開発ポテンシャルは大である｡ ｢イ+政貯は1994年から始まる長期(25年)

開発計画､第6次5カ年計画でも､貧困撲滅､農業振興､移住促進を大きな柱としており､

特に国土の東方における移住地を核とする地域組合間発を重視している｡

北スラヴュシ絵合開発マスタープランは､北スラヴュシ州､中央スラヴェシ州を対象に､

マスタープラン調査を行い､給合開発のモデル地区を策定するものである｡

2.事業概要
北スラヴュシ州,中央スラヴェシ州の93, 819kiを調査対象地域とする.
虎存農地782, OOOL)a､庶存移住者63. 254戸を核として総合開発構想を策定する｡弼査､

計画の項目は以下の通りである｡

1.基礎･環境:1)地形地質 2)気象水文 3)森林･植生 4)動物･昆虫 5)環境

2.社会･経済:1)市町村･行政 2)生産･経済 3)原住民･文化 4)観光資源

3.農業･移住:1)土壌･土地利用 2)農業 3)移住地

4.移住地選定: 1)保全地域分類 2)開発地域分類 3)移住地選定
5. Pre F/S : 1)措足調査 2)他分野の調査 3)移住事業の区分 4)農業,移住の概略設計

5)事業の概略評価
6. ‾調査の実施: 1)実施計画 2)運営委員会 3)調査文科会 4)学生委員会5)報告書作成

3.事業費概算

一乗定一

4.特記事項(プロファイ及び正式要請の有無等, T/Rの有無等)
プロファイ1993年11月実施

正式要請

T/氏

調査団の構成 安部望五,住友俊夫 P/F実施期間 1993.10.30-ll.5

会社名 太陽コンサルタンツ株式会社 関連企業

担当部課 海外事業本部 担当者名 住友俊夫 払. 3357-6132 Fax. 3359-9049

作成1994年1月10日
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様式1-2 平成5年最のP/F実施案件故要

国名 インドネシア 案件名:北スラヴェシ総合地域開発計画

位置 栄
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表Ⅰ-1部門別国内総生産(GDP)及び成長率の推移

名目国内総生産 (単位: 10億ルピア)

1985 1986 1987 1988 1989* 1990*

農林水産業 22,512.9 24,870.9 29,116.0 34,193.4 38,998.4

鉱業 13,570.8 ll,502.8 17,266.8 17,161.8 21,729.6

製造業 15,503.4 17.184.7 21,150.4 26,252.4 30,573.3

電気･ガス･水道 395.9 647.i 746.9 869.0 1,008.3

建設 5,301.8 5,313.8 6,087.4 7,169.2 8,884.2

商業 15,416.9 17,12l.8 21,04S.3 24,379.2 2S,314.1

運輸･通信 6,100.3 6,406.9 7,4423 8,139.7 9,085.4

金融 3,496.2 4,036.7 4,795.1 5,332.4 6,550.8

住宅 2,775.0 2,976.0 3,349.1 3,736.0 4,154.9

行政･国防 7,925.1 8,307.3 8,911.8 9,446.2 ll,174.2

サービス 3,998.6 4,314.6 4,902.5 5,351.1 5,856.7

国内総生産 96,996.8 102,682.6 124,816.9 142,020.3 166,329.5 196,000.0

実質成長率(シェア) (1983年価格) (単位: %)

1985 1986 1987 1988 1989* 1990*

農林水産業 4.3(22.7) 2.6(22.0) 2.1(21.4) 4.7(21.2) 4.3(20.6)

鉱業
-9.6(18.2)

5.3(18.9) 0.3(17.3)
-2.9(15.9)

5.2(15.6)

製造業 ll.2(15.8) 9.3(16.3) 10.6(17.2) 12.0(18.2) 9.1(18.5)

電気･ガス･水道 ll.4(0.4) 19.1(0.5) 15.1(0.5) ll.0(0.5) 12.2(0.6)

建設 2.6(5.3) 2.2(5.1) 4.2(5.1) 9.5(5.3) ll.7(5.5)

商業 5.0(14.6) 8.1(13.7) 7.1(15.2) 9.I(15.7) 10.1(16.1)

運輸･通信 1.0(5.3) 4.0(5.2) 5.8(5.2) 5.5(5.2) 8.5(5.3)

金融 6.8(3.5) 5.3(3.9) 5.1(3.9) 2.5(3.8) 4.3(4.0)

住宅 2.1(2.9) 3.4(2.8) 4.3(2.8) 4.1(2.8) 4.3(2.7)

行_政･国防 7.6(7.6) 6.3(7.6) 7.3(7.8)
･7.7(7.9)

5.9(7.8)

サービス 2.0(3.7) 3.7(3.7) 3.7(3.6) 4.3(3.6) 4.1(3.5)

国内総生産 2.5(100.0) 5.9(100.0) 4.9(100.0) 5.7(100.0) 7.4(100.0) 7.0

*:推測値

資料:中央続計局
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表Ⅰ-2 土地利用形態別面積(1989年)

(単位:千ba)

ジャワ島 ジャワ島外 合計

農地 7,316 26,997 34,314

畑 3,151 9,568 12,719

エステート 656 9,606 10,262

水田 3,443 4,669 8,113

牧草地 66 3,154 3,220

森林 329 20,435 20,764

宅地等 1,651 3,466 5.117

水路 107 163 270

也 36 89 125

未利用地 119 9,704 9,823

資料:中央統計局｢インドネシア続計年報+ 1989

表Ⅰ-3 米の生産量及び輸入量の推移

(単位:千トン)

1985 1986 1987 1988 1989

生産量(もみ) 39,033 39,727 40,078 41,676 44,726

輸入量(精米) 33.8 27.8 55.0 32.7 262.0*

*8月まで

資料:中央統計局｢月刊耗計公報+ 1990.7

中央統計局｢インドネシア統計年報+ 1989
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表Ⅰ-4 食糧作物生産量の推移

(単位:千トン)

1985 1986 1987 1988 1989

トウモロコシ 4,330 5,920 5,156 6,652 6,191

キャッサバ 14,057 13,312 14356 15,471 17,117

サツマイモ 2,161 2,091 2,012 2,159 2,224

落花生 528 642 533 589 620

大豆 870 1,227 1,161 1,270 1,314

資料:中央統計局｢月刊統計公報+ 1990.7

表Ⅰ-5 エステート作物生産量の推移

(単位:千トン)

1985 1986 1987 1988 1989 1990'2

ゴム(乾燥) 320.8 349.9 335.2 321.8 300.5 117.1

コーヒー 21.2 27.2 2b.8 27.3 27.6 0.9

紅茶 105.1 98.3 100.7 104.3 117.9 48.1

カカオ 24.8 22.5 21.4
_26.0

28.5 8.1*4

パーム油*l 1,159 1,298 1,341 1,395 1,616 529

パーム核*1 238.2 271.8 289.1 308.8 349.1 120.7

キナ皮 2.2 2.8 3.1 2.7 1.3 1.1

砂糖書1 1,767 2,013 2,176 1,910 1,997*3 208*3

タバコ*】 5.0 6.5 5.3 4.1 3.5 1.2

ローゼル*J 6.1 20.9 22.6 8.9 13.0 0.0

*1 :含小農生産分,*2:5月まで,*3:2月から､*4:4月まで

資料:中央続計局｢月刊統計公報+ 1990.7
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表Ⅰ-6 家畜飼養頭羽数の推移

(単位:千頭/羽)

1986 1987 1988

乳牛 222.3 231.7 258.3

午 9,516.1 9,509.2 10,402.3

水牛 3,493.9 3,295.4 3,341.9

馬 715.1 657.8 662.8

山羊 10,737.8 10,392.8 10,355.2

辛 5,318.0 5,362.7 5,449.9

豚 6,215.9 6,338.3 6,464.3

雛鳥 169,105.0 173,999.1

卵用鶏 34,455.2 36,604.3

肉用若鶏 23,510.9 25,394.7

アヒル 26.025.0 25,197.2

資料:中央統計局｢インドネシア統計年報+ 1989

表Ⅰ-7 第5次5カ年計画 部門別成長率及びGDPシェア

(単位:%)

1988 第5次計画 1993

シェア推計 年平均成長率 シェア計画

農林水産業 23.2 3.6 21.6

鉱業 15.9 0.4 12.6

製造業 14.4 8.5 16.9

建設 5.6 6.0 5.8

商業 15.9 6.0 16.7

運輸･通信 5.7 6.4 6.0

その他 19.3 6.1 20.4

GD‾JP 100.0 5.0 100.0

*1983年不変価格

資料:国家開発企画庁｢インドネシア第5次開発5カ年計画+
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表I-8 第5次5カ年計画 農業部門開発目標値

単位 1988* 1993 伸び率(%)

食糧作物

栄 千トン 41,596 48,707 17

トウモロコシ /I

/I

/I

/y

//

6,229 7,218 16

キャッサバ 15,419 16,594 8

サツマイモ 2,272 2,436 7

落花生 585 629 8

大豆 1,316 1,552 18

畜産

食肉 千トン 990 1337 ■35

卵 /y 497 639 29

牛乳 千キロリットル 237 434 83

水産

海洋漁業 千トン 2,149 2,655 24

内陸漁業 /I

〟_

293 331 13

養殖 478 738 54

エステート作物

ゴム 千トン 1,189 1,548 30

ココナツ
//

/y

/I

2,035 2,598 28

パーム油 1,690 4,011 137

パーム核 354 830 134

コーヒー
/y

/y

/y

//

/y

394 452 15

カカオ 53 138 160

紅茶 144 175 22

サトウキビ 2,166 2,752 27

タバJコ 123 178 45

辛:推計値

資料:国家開発企画庁｢インドネシア第5次開発5カ年計画+
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表Ⅰ-9 国家予算､移住予算及び協力予算の関係

会計年度 国家予算 移住予算

総額 国際協力分 協力率 総額 予算率 国際協力分 協力率

Rp biu･

1990/9 J 42.873

199 1 /92 50,555

1992/93 56, I09

Rp bill. (?('･)

i i,289 26.3

1(),37 1 20.5

9,600 17.1

Rp bJ'1J. (%)

479.58 Z.I(i.6)

596.44 1.2(1.6)

796.25 l.4(2.0)

Rp bill. (%)

52.78 1 1.0

27.74 4.7

85.13 10.7

表Ⅰ-10 第1次-4次･開発5カ年計画における移住事業の実施内容

項 目 単位 第1次 第2次 第3次 第4次 合 計

(1969 -73) (1974 -78) (1979-83) (1984-88) (1969-88)

プロジェクト数

移住戸数

国費

自費

開墾面積

住居埋設

給水施設

モスク･チャーチ

診積所

職.員住宅

倉唾

道路憧設

橋梁架設

12 】34 205

家族 45, 169 62,364 535,674

I, 45,169

ケ

ha

戸

か所

樵

棟

戸

棟

km

か所

92,536

39,436

4,625

43

l19

57

62,364 365.977

169,697

165,918

62,364

3,225

40

29

155

58

6S4

810,481

367
,343

1 16,232

63$ 989

750,150 1,393,357

228,422 701
,932

521
,728

691
,425

389,529 1
,458,464

170,207 639,350

5Ⅰ,Ⅰ56 175,238

l
,378

233 1
,694

646
･

117 792

4
,756

479 5
,509

1,144 355 1,614

26,06 1 20,451 47,196

13,595 56,241 69,836
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表Ⅰ-11第5次開発5カ年計画における移住事業の実施内容

項 目 単位 当初5カ年計画 上1･年度まで完了分 進捗率 備

(1989- 1993) (1989-92) (%)

プロジェクト致

移住戸数

国費

自費

開墾面積

住居埋設

給水施設

モスク･チャーチ

診療所

職員住宅

倉庫

道路建設

橋梁架設

家族

ケ

ケ

ha

戸

か所

棟

樵

戸

棟

km

か所

550,000

180,000

370,000

550,000

137,500

776

206,819

104,O18

111,Sol

37.6 509もの目標達成

困難の見込み

269
,650

201,817 36.7

18l,991 132

828

414

990

747

10,221

44,450
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関係機関面会者

(1)日本大使館

角谷 徳道 一等書記官

(2) JICA派遣専門家

望月 由三

大滞 慶事

及川 章

菅谷 晋

移住省(Department of Transmigration and Forest Squatter Resettlement)

農業省官房計画局

農業省官房計画局

農業省食用作物総局

(3)移住省

Mr. Wibowo, SE 農業省官房計画局長

Mr. Indrawan Soelaeman 農業省官房計画局国際協力部部長
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調査日程

程 表

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1

2

10.SO士

31日

成田

ジャカルタ

ジャカルタ

シンガポール

ジャカルタ

//

移動日GA-873(ll:00-16:25)

専門家と打合せ

〟

3 ll.1月 // 移住省打合せ

4 2火
//

日本大使館表敬,農業省打合せ

5 3水 // 移住省打合せ､専門家と打合せ

6 4木 // 移住省打合せ

7 5金 シンガポール 移動日CX1716(15:05-17:40)

8 6土 シンガポール

ダッカ

ダッカ

バンコク

ダッカ 移動日SQ1420(20:30-22:30)

9 7日 〟 資料収集

10 8月 〟 LGED/BRDB打合せ

ll

12

9火

10水

(コミラ)

〟

日本大使館表敬､JICA打合せ

LGED打合せ

現地調査(ダブカーダウデ4カンディ､ホムナ)

13 11木 // 現地調査(チャンディナ､パルラ)

14 12金 // 現地調査(コミラ､プT)チャン､ブラマン)fラ)

15 13土 ダッカ 現地調査(コミラーダ1カ)

16 14日 // 資料整理､報告書の作成

17

18

15月

16火

〟

バンコク

JICA,日本大使館-報告

LGED/BRDB打合せ

移動日TG-322(14:00-17:10)

19 17水 バンコク 成田 移動日TG-640(13:30-21:30)

調査員並びに経歴

安部 望五 生年月日

職 歴

住友 俊夫 生年月日

職 歴

昭和20年6月12日
S. 45-S.47 雪印乳業

S.47-S.52 南ベトナム政府通産省他

S. 53-S. 56 極東クI卜7t)･)i7ゲン㈱

S.56-S.60 日本テトラパブク㈱
S.60-S.63 太陽コンサルタンツ㈱

S.63-現在 太陽コンサルタンツ㈱

昭和25年2月

S.43-S.44

S.44-S.53

S.53-S.58

S. 58-S.62

S.62-現在

FJ. 5-現在
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企画官業部次長

海外事業本部

開発部長

7日

ジャパンコンサルタンツ㈱

太陽コンサルタンツ㈱ 技術部

太陽コンサルタンツ㈱ 札幌支社

太陽コンサルタンツ㈱ 海外事業本車

太陽コンサルタンツ㈱ 海外事業本部

企画営業部長

太陽コンサルタンツ㈱ 参事
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第1章 バングラデシュ国の概況

1.地理､気候等

(1)基礎的データ

一国 名

一独
立

一国土面積

一人
口

壬五
Eコ ロ口

People-s Republic of Bangladesh

1971年12月16E]

143
,999km2

ⅠⅠ8,750人(Ⅰ99Ⅰ年国連統計資料)

公用語 ベンガル語(国民の85%が使用)その他ビハリ語､ヒンデイ

語等､英語は行政･商業用として広範尚に使用されている.

-宗
教:イスラム教:紀人口の87%,

ヒンズー教:総人口の12%

一行政区分:四つのDivisionに分けられ､その下にRegion
(旧 District､ 21)があり､

さらにziZa (District､64)に分けられ､以下は

都市部: Municipalties (90) , Thana (27)

農村部: upazila (460) , Union (4,401)の順に区分される｡

(2)国土および気候

この国の90%以上の面積は､国を縦断してベンガル湾に注ぐ大河川の沖積土か

らなる低湿な土地からなり,多数の河川の由れが網の目のように国土を分断して
いる｡わずかに東部及び東南部のチッタゴン県とチッタゴン丘陵県に堆積岩を基

盤とする丘陵地帯が存在する｡国土は北緯21o -26o の範囲に広がっている｡

バングラデシュは概してモンスーンの影響を大きく受けて,湿潤な気候に支配

されている｡代表的な地点における降水量の季節別の状況を表Ⅰ- 1に示すが､

夏が雨季､冬が乾期と明確に別れている｡気温の概況については表Ⅰ -2に示す｡

大河川下涜部の低湿な土地が大部分を占めまたモンスーン期に河川が増水する

ため､バングラデシュは洪水の常襲地帯ということができる｡

2.経済の動向

(1)一般動向

バングラデシュの経済状況を特徴付けるのは,過密な人口と度重なる洪水の被

害による極度の貧困状態の蔓延である｡一日の栄養摂取量は平均2,021kcalで､一

人当りGNPは210ドル(1990年)と開発途上国の中でも最貧国に位置付けられる｡

(表Ⅰ-3).パキスタンから71年に独立した直後の混乱期を経て､ 70年代後半

から現在にかけてゆっくりしたペースで復興しているものの,この間,高度成長

を続けてきたアジアNI ESやASEAN各国に比較すると,経済発展の投階に

は大きな開きが生じている｡

最近の経済成長の推移をみると､ 80年代を通じて(79/80-88/89年度)の平均G

t)p鼠長率は､世銀分類による低所得国(一人当りGNP600ドル以下)の平均値

6.2%より1.9ポイント低い4.3%であった｡ 86/87年度以降の実績は､概ねそれさえ
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下回る水準で推移している(表Ⅰ-4)
｡特に87/88､ 88/89の2カ年度は成長率2

%台と大きく落ち込んでおり､ 89/90年度は6.6%に回復したものの+翌ワo/91年度に

は再び減速している｡産業部門別では､持続的に成長を遂げているのは建設及び

電気･水道･ガスとサービス業の第3次産業部門のみで､農林水産業と製造業は

長期的に停滞傾向にあり､とりわけ80年代後半における農林水産業部門の不振が

際立っている｡成長率鈍化の直接の原因は､ 87年､ 88年と連続して襲った大規模

な洪水による被害であり､経済が深刻な打撃を受けたことによるが､経済開発の

遅れといった構造上の問題に起因して,洪水のもたらす被害は一層深刻なものと

なっている｡すなわち,こうした経済の停滞は､農業インフラの不足という点の

みならず､農業のみを産業構造の基礎とする経済基盤の脆弱さが露呈した結果と

みることができる｡

主要部門のGD P構成では､ 60年代から農林水産業部門が緩やかに低下を続け

ており､最近の10年間では4.2ポイント減少しているが,依然として全体の4割近

くを占める｡

(2)産業別動向

LIJ～;t農林水産業

GDPの37.5% (1990/91年度)を占める農業の重要性は高く,米を中心とした

食程穀物の生産動向は国内経済の安定に直籍している｡また､ジュート､紅茶､

砂糖きび等の商品作物も,主要輸出品である農産加工品の原材料七して貴重な役

割を果たしている｡さらに､豊富な内陸水面や大陸棚に恵まれたこの国では､水

産業の将来性も期待されている｡もっとも､農林水産業全体で畜産業､林産業及

び水産業の占める割合は､それぞれ付加価値生産額の10%ずつに過ぎず､残りの

7割は田畑での農業生産によっている｡

1989年の農林水産業部門の就業人口比率は57.9%となっており､ 60年代には80%

を超えていたのに比べると大きくシェアを落としている｡こうした雇用シェアの

低下は,産業構造の高度化に伴うものというよりも､農村部の雇用吸収力が高い

人口増加率に追いつかなかった結果とみられる｡農家一戸当りの平均耕地面積が

o.8ha程度と狭いことからも､農村部での人口圧力が極めて高いことがわかる｡

83/84年度時点での政府統計によると､半数以上の農家がo.2baの耕地すら保有して

いな.いとされ七おり､農村の経済構造安定の観点からも､耕地の零細性は深刻な
問題を学んでいる｡

最近の生産動向についてみると､ 80年代後半から末にかけて不振続きであった

が､ 89/らo年度以降は釆の生産を中心として回復基調にある(表Ⅰ-8).それで

も､ 89/90年度における米生産指数は72〃3年度から20%しか上昇しておらず,穀物

生産の自給には遠く及ばない水準に止まっている.世界開発報告によれば､ 8b/90

年度の穀物による食糧援助の受け入れは1,134千トンに上った｡農業部門の長期的

な低迷の原因は､ 80年代に額発した洪水の被害による直接的なダメージに加え､

政府の農業開発に関する政策変化の影響が指摘されている｡具体的には､地下水
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開発の制限､港概設備等への信用供与の抑制といった政策がとられ､さらに肥料

に村する補助金が削減されたため､とりわけ潅概作の収益性が低下し農業開発が

減速したものとみられている｡これに対し政府は,世銀等の援助機関の協力の下､

潅概設備等の輸入･販売の自由化､肥料の流通･販売の民営化等の規制緩和を推

進することによって､農業部門の成長を促進するべく改革を実施している｡

バングラデシュの最重要農業性産物は米であり,付加価値生産額では農林水産

業全体のほぼ半分のウェイトを占めてきた｡食糧自給の早期達成のためには人口

増加を上回るペースでの穀物生産の増加が必要であるが､禾に偏った農業生産の

構造はバングラデシュ農業の脆弱性に密接に関わっており､国民の栄養改善の見

地からも農業の多角化を同時に進めていく必要がある｡しかし,こうした観点か

ら米以外の主要農産物の生産動向をみると､着実に生産増加を遂げている品目は

みられず､農業の後進性を特徴付けている(表Ⅰ-9) ｡以下では､最近の生産
量の推移等を主要品目別にみることとしたい｡

まず米については､ 89/90年度に18百万トン近くまで生産が伸び､前年度までの

停滞を挽回した形となっており',その後の2カ年度は堅調に推移している｡バン

グラデシュにおける稲の作付けは,その肥沃な低耕地の広がる国土を利用して実

に多様な体系で行なわれており,二期作も広く営まれている｡作付け､収穫の時

期等によって,大きくアウス(Aus)
､アマン(Aman) ､ポロ(Boro)に分類さ

れており､さらにアマンには直播きするも:o)と苗を移植するものとがあり､ボロ

についても伝続的なものと高収量品種とでは作付けや収穫の時期が異なっていゃ.
収穫量ではアマン,ポロ,アウスの順に多く, 91/92年度はそれぞれ約9百万トン､

7百万トン､ 2百万トンであった｡雨季作が中心とな‾るアマンとアウスは､潅概

地で作付けされるボロに比較して洪水の被害を受けやすく､ 87年と88年に襲った

洪水の被害で大幅に減産を強いられたのは主穀のアマンであった｡政府は89年頃

からボロの作付け拡大を奨励しており, 90/91年にはボロ作の藩政面積は5,066エー

カーとなった(表Ⅰ-10)
｡同時に進められているのが､肥料投入増加への感応

性が高い高収量品種(HYV)の普及であり,これらの努力によって単位面積あ

たりの収穫量は84/85年度に比較すると90/91年度には約20%向上している.
ジュートはバングラデシュの伝統的な商品作物であり, 60年代までは綿等と並

んでこの地域の主要な輸出産品であったが､近年では国際的な需要の減退等によ

り生産は停滞している｡それでもジュート糸や製品として加工したものも含める

と､この国の外貨の3割強を獲得してきた｡ 89/90年度以降は既製服など他の商品

の輸出が伸びているため､輸出額に占めるシェアは落としているものの,依然と

して主要な輸出品としての地位を保っている｡ジュートの作付時期はアウス等の

雨季作木とほほ重なっており,各農家はジュート価格の市況を参考にして米かジュ

ートを選択的に生産してきたという事情から､作付面積や生産量は年によって大

きく変動していたが､長期的には減少ないし停滞傾向にある｡作付面積は90/91年
.◆

度でl,442千エーカー(?5557千ha)となっており,栄(同年度で25,786千エーカー)

に次いで豆類や油性種子と同水準の規模である｡
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ジュートの商品価値の将来性については､化学繊維との競争激化から悲観的な

見方が一般的になされているが,安価である点が最大の魅力であるほか､天然繊

維の特性を生かして農産物の包装等の用途に適していることから一定の需要を見

込むことはできる｡国際市場における最大のジュート供給国であるバングラデシュ

にとって､ジュート製品の品質向上,高付加価値化を進めることが重要な課題と

なっている｡

紅茶も重要な輸出作物としてジュート同様古くから栽培が行なわれており､

90/91年度には58百万ポンド(約26千トン)が輸出されている｡生産量は年により

ばらつきがあるが､ 80年代を通して年間40百万トン前後で推移している｡栽培面

積は110千エーカー前後で大きな変化はみられない｡主な産地はシレットやチッタ

ゴン周辺の高原地帯であるが,バングラデシュには高品質種の紅茶栽培に通した

高標高地がないため､品質的には中･低級品の生産が中心となっている｡従って､

輸出市場も中東地域を中心とした中所得国に限られざるを得ず､インドやスリ･

ランカの製品のように先進国へ向けられるものはほとんどない｡単位面積当たり

の収穫量はインドやスリ･ランカに比べ低位にあり､洪水の被害も受けやすいた

め伸び悩んでいる｡

その他の主要な農産品としては,砂糖きび､たばこ､棉が挙げられる｡砂糖き

びの生産量の水準は年間6-7百万トンでほぼ一定しているが､年によって1百

万トン近くの変動がみられる｡こうした傾向は他の作物でも同様であり､バング

ラデシュの農業生産が天候まかせの脆弱な構造を強いられていることを窺わせる｡

たばこは主に国内消費に向けられているが､生産量は徐々に減少しており, 9q/91

年度は34千トンであった｡棉は独立以前には｢ダッカ･モスリン+として知られ

る長繊推の高品質綿が生産されていたが,その後廃れ,現在ではバングラデシュ

は原綿の輸入国となっている｡綿の生産を再び拡大できれば,最大の輸出産業と

して育っている既製服部門の原材料を､貴重な外貨を費やさず調達できることか

ら､政府は海外からの援助の下で綿の生産拡大計画を進めている｡

3.インフラストラクチャーの現状

国土にガンジス､プラマプトラ,メグナの三大河川と無数の支流を抱えるバン

グラデシュでは,伝統的国内運輸手段としてこれら天然の水路を生かした内陸交

通が発達してきたが,近代的な国内交通運輸システムを構築する上で､無数の河

川の存在は多くの架橋が必要となるなど不利な条件とならざるを待ず,同国の交

通インフラの整備状況はその重要性にも関わらず極めて貧弱な段階に置かれてい

る｡

国内の運輸部門は､道路,鉄道,水運､航空の4つの形態から成る｡

(1)道路

交通モード全体に占める道路交通のシェアは,.族客,貨物とも5割前後を占め

るものと推定されており､バングラデシュの道路交通は重要な交通機関としての
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役割を負っている｡道路交通に関する主要機関は道路省(Roads andHigbways

Department.; RHD)であり,一部の地方道路を除く国内幹線及び支線道路網の建

設･管理を行なっている｡ RHD管轄下の舗装道路の総延長は1990年6月末時点

でIS,627knlとされ(表Ⅰ -ll) ､単位国土面積当たりでみてもo.1km/km2足らずと
極端に低い水準にある｡そのうちHightypeと呼ばれる表面がアスファルト等で舗

装された道路は､全体の約6割(7,914km)に■過ぎず､それ以外はLowtypeと呼ば

れる煉瓦+砂利等で覆われた簡易舗装道路である｡バングラデシュでは石材をほ

とんど産出しないため,舗装用材の混入材として土を焼いた煉瓦を人力で砕いた

ものを広く用いている｡_そのため全般に舗装が痛みやすいうえに推持･補修の費

用がかさみ､道路の管理状況は劣悪で､十分な交通容量が確保できない状況にあ

る｡

道路網の基幹を成すのは首都ダッカとチッタゴン､シレット､クルナ等の地方

主要都市間を結ぶ路線であるが,多くの河川が道路網を分断しているため､いず

れの経路もフェリーを利用する箇所が残されている.それでもダッカ-チッタゴ

ン間に関しては､ 1996年に完成予定のメグナ･グムティ橋によって､悲願の｢陸

続き+が実現される見通しとなっ七いる.こうした自然条件面でのハンディに加
え､同国の道路網の体系的な整備が遅れている原因として､独立以前はカルカッ

タがベンガル地域の中心都市であり道路整備の起点となっていた点が指摘されて

いる.政府は1980年代初頭から｢ウポジケ(那)計画+として農村部の開発を進

め､そのなかで幹線道路と各ウポジラを結ぶ道路整備を優先的実施課題としてい

たが,資金不足等から計画の実施は大幅に遅れている模様である｡

道路交通に関しては､公共部門で道路輸送サービスを提供している機関として

バングラデシュ道路運輸公社(Bang]adeshRoadTransportCorporation; B R T C)が

あるが､道路輸送で主動的な役割を果たしているのは民間部門である0 BRTC

はダッカとチッタゴンで市内の路線バスを運行しているほか､一部の都市間の輸

送を行うのみで､ほとんどの輸送サービスは民間に委ねられている｡道路輸送機

器の推定保有台数の最近の推移をみると(表Ⅰ-ll)
､バスやトラック,乗用車

等の近代的な交通機関は毎年数千台ずつ増加しているものの､トラツケが3万台

程度とその水準は低い｡これに村し､ ｢リキシヤ(Rickshaw) +と呼称される輸

送用3輪自転車の保有台数は約36万台(91年末)にのぼるものと推定されている｡

リキシヤはその過半数がダッカ市内を走っており,市民の日常生活に不可欠な交

通手段として定着しているが,同時に道路輸送における深刻な問題を惹起してい

る｡すなわち､こうした低速車柄の混在が,都市部での著しい渋滞と交通事故多

発の原因となっている｡他方でリキシヤは,都市部の低所得者労働者層に､いわ

ば身一つで従事できる貴重な雇用機会を供給している側面もあり､近代的な都市

交通システムへの移行と関連して雇用の確保という難しい問題をも提起している｡
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4.経済協力関係

(1)総論

わが国は､バングラデシュとの伝続的友好関係,同国がLLDCであり､開発

ニーズが極めて大きいこと､さらに度重なる自然災害に見舞われる事情等を考慮

し､バングラデシュをわが国援助の重点国の一つとして位置付けており,援助効

率化のためには､ {J)バングラデシュ側の援助吸収能力の向上及び食間発問題に関

する様々なレベルにおける政策対話の一層の進展が必要であることが合意される

とともに次の5分野を重点事項として協力を進めていくことで合意に達している｡

イ

ロ

ノヽ

ホ

(東南部経済圏を中心とした)投資促進･輸出振興のための基盤整備

農村開発と農業生産性向上

洪水村策

人的資源開発

基礎生活分野

(2)モデル農村整備計画

わが国は､上記の重点事項に基づき, コミラ県の一部でモデル農村整備計画の

協力を実施している｡概要は以下の通りである｡

(イ)技術協力

モデル農村整備計画｡調査-----1988.1bから1989.6に開発調査を実施
モデル農村整備計画｢調査-----1990.9から1991.12に開発調査を実施

モデル農村整備計画｡基本設計調査---･-1990.11から1991.8に実施

(ロ)無償資金協力

モデル農村整備計画.--第一期工事E仰供与限度額7.23億円(平成3年度)

第二期工事E/N供与限度額8.49億円(平成4年度)

塵三出
合計 24.67億円
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第2章 プロジェクトの概要

1.プロジェクトの名称

モデル農村整備計画(Ⅲ)

ModeI Rural Development Project(Phase TIT)

2.プロジェクトの位置

首都ダッカの東方に位置するコミラ県(comillaDistrict)の東方中央部(アジアハ

イウェーに隣接した)のブラマンパラ(Brahmanpara)､ブリチャン(Budchang)､チャ

ンデイナ(Chandina)､パルラ(Barura)及びコミラ･サダー(comillよsadar)の5郡.

3.プロジェクトの背景及び開発構想

バングラデシュ国は､全国土面積の約63%が耕地であり､全人口の85%が農村

地域に住んでいる｡又､農業はGDPの37%を占め,工業も農産物を原料とするも

のが大きな割合を占めている｡農村社会は､耕作面積は零細で､毎年洪水の影響

を受け,土地なし農民も多いという状況で,深刻な貧困と失業問題がある｡

このような背景から､バングラデシュ政府はコミラ県を中心とするモデル農村

整備計画(Ⅰ)を1986年に,モデル農村整備計画(Ⅱ)を1989年に日本国政府に

要請し､これに応えて日本国政府はJICAを通じてそれぞれのマスタープラン調査

を実施し,さらにモデル農村整備計画(Ⅰ)については平成3年度から3期分け

で無償資金協力を実施している｡

モデル農村整備計画(Ⅱ)については､前計画に引き続き無償資金協力を要請

中である｡

本プロジェクトファインデイングであるモデル農村整備計画(Ⅲ)の開発構想

は以下の通りである｡

(I)モデル農村整備計画(Ⅰ)と(Ⅱ)を連結し,コミラ県の横中心部の開発

を完結する｡

(2)モデル農村整備計画(Ⅰ)と(Ⅱ)の農村開発から農村としか遺髪への展

開｡

(3)このモデル農村整備計画(m)の完了後は,コミラ県の北部と南部が残る

が､これらについてはoECF或いは自国資金で開発を行う0

(4)モデル農村整備計画(Ⅲ)の開発コンポーネント

･①LGEDの研修センター

バ国東部のマイメンシンからコックスバザールまでのLGED技術者の研修

機関

(釘wIDコンポーネント

コミラ町にあるKTCCA及びNGOの研修所を利用し,各タナの婦人(代表

者)を指導者として研修させる｡
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これらの婦人代表者は,タナに戻り, ThanaWidOf:ficeを開き､タナ婦人

を組織し,戦業等を訓練し､ビジネスを興す｡

･3)Agro-IndustryとAgro-Business

コミラ町の立地条件(運輸､商業､工業他)からAgro-IndustryとAgro-

BLISinessの中心地を計画する｡野菜､果物の加工工場屋農産物を取り扱う

ビジネスセンターを設立する｡

4.プロジェクトの内容

コミラ県(comillaDistrict)のプラマンパラ(Brahmanpara)
,ブリチャン(Bmichang)､

チャンデイナ(Chandina)､パルラ(Barura)及びコミラ･サダー(ComillaSadar)の5郡

を対象とした農村整備計画のマスタープランを策定する｡

一道路網の整備計画

一潅瀧･排水施設の整備計画

一農村インフラの整備計画

一農民組織計画

-マーケッティングネットワーク

-農産加工

-LGEDの地域トレーニングセンター
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ADCA P/F 平成5年度の実施案件概要

様式1-1 農業･農村開発協力案件(開発調査)

国 名
バングラデシュ
People's Republic

of Bangladesh

案 件 名
モデル農村整備計画(Ⅲ)

hlodel Rural Development Project (PhaseⅢ)

地 区 名 コミラ県の乃マン巾､プリチャン,チ†h-ィナ､
パルラ及びコミラ･サダーの5郡

Comilla District (Brahmanpara, Burichang,
Chandina, barura and Comilla sadar)

相手国担当機関 地方自治技術局
バングラデシュ農村開発公社

Loca) Govert7R7eDt EDgjDeerjng Department (LGED)

Bangladesh Rural Development Boad (BRDB)

1.事業の背景
バングラデシュ国は､全国土面積の約63%カ(耕地であり､全人口の85%が農村地域に住ん

でいる｡また､農業はGDPの37%を占め､工業も農産物を原料とするものが大きな割合を
占めている｡農村社会は､耕地面積は零細で､毎年洪水の影響を受け,土地無し農民も多い

という状況で､深刻な貧困と失業問題があり,第4次5カ年計画(1991-1995)においても

農村開発は大きな重点項目である｡

このような背景から, ｢バ+政府はコミラ県を中心とするモデル農村整備計画を1986年に

モデル農村整備計画(E)を1989年に日本国政府に要請し,これに応えて日本国政府はJ I

C Aを通じて1988-1989年及び1990-1991年にそれぞれマスタープラン調査を実施した｡

マスタープランでは,農村インフラ(道路,橋等)の整備､藩政施設の整備､農民組織の

強化等により農民の貧困の軽減と雇用機会の増加に資することを内容とした絵合農村開発計
画を策定した｡

日本国政府は無償資金協力により, 1991年から3期分けで(Ⅰ )を実施しており､ I(Ⅱ)I

についても協力の予定である｡

2.事業概要

コミラ県のプラマンパラ

を対象とする｡

一道路網の整備

一雇概排水施設の整備

一農村インフラの整備

一農民組織計画

プリチャン､チャンディナ､パルラ及びコミラ･サダーの5郡

-,7-ケッティングネットワーク

ー農産加エ

ーLGEDの地域トレーニングセンター

3.事業費概算

開発調査の後に無償資金協力

無償資金協力は約30億円-50億円程度

4.特記事項(プロファイ及び正式要請の有無等, T/Rの有無等)

プロファイ1993年11月実施

正式要請

T/R

調査団の構成 安部望五､住友俊夫 P/F実施期間 1993.ll.6-ll.17

会社名 太陽コンサルタンツ株式会社 関連企業

担当部課 海外事業本部 担当者名 住友俊夫 払. 3357-6132 Fax.- 3359-9049

作成1994年 1月10日
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様式1-2 平成5年度のP/F実施案件概要

国名 バングラデシュ 案件名:モデル農村整備計画(Ⅲ)

位置図
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表Ⅰ-1 季節別降水量

乾期 ′ト雨期 雨期 年間合

(11月-3月) (4月-5月) (6月-10月) 計

mm?i;-, mm% mm% mm

ディナジブル 54 3 253 13 1,641 84 1,948

ジュソール 114 7 295 18 1,199 75 1,608

ダッカ 122 6 381 20 1,372 74 1,875

シレット 194 6 711 22 2,339 72 3,244

コックス･パジャル 158 5 445 12 2,972 83 3,亨75

表Ⅰ-2 月別平均最高･最低気温

単位:℃

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

デけシや7oル最高気温 24 26 32 34 33 32 32 32 32 31 28 24

最低気温 9 12 16 21 23 25 26 26 26 22 16 ll

チャタコサン最高気温 26 28 31 32 32 31 30 30 31 31 29 26

一最吸気温 13 15 19 23 24 25 24 24 24 23 19 14

表Ⅰ-3 国民一人当たりGNP

(禾ドル)

1987 1988 1989 1990

バングラデシュ 160 170 180 210

パキスタン 350 350 370 380

中国 290 330 350 370

インド 300 340 340 350

インドネシア 450 440 500 570

ラオス 170 180 180 200

(他所)世界銀行: r世界開発報告J
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表Ⅰ-4 GDP成長率推移

1979fBO-

1988侶9
1986侶7 1987/88 1988/89 1989/90 1990/91

Gt)Pシェア

80/81 90/91

農林水産業 2.3 0.4
-0.7 -1.1

10.0 1.6 41.7 37.5

香.i道業 2.0 7.9 0.6 2.8 7.3 2.4 10.8 9.8

建設及び電気･水道･ガス 6.8 8.4 12.8 7.7 5.1 8.6 5.2 7.5

サービス業 6.7 6.4 5.3 4.7 4.0 4.4 42.3 45.2

GDP(市場価格1) 4.3 4.2 2.9 2.5 6.6 3.4

成長寄与率

農林水産業 21.6 3.9
-10.6 -16.3

56.0 15.1

製造業 5.0 18.3 2.2 10.9 10.8 6.7

埋設及び電気･水道･ガス 12.2 12.0 27.6 21.1 5.4 18.6

サービス業 6l.2 65.7 80.8 84.3 27.8 59.6

GDP(市場([ln格) 100.0 100.0 一oo.0 100.0 100.0 100.0

(往)年度は7月-翌ら月

(出所)バングラデシュ耗計局資料､世界銀行資料
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表Ⅰ-5 部門別GNP (名目)推移

(百万タカ)

1987/88 1988/89 1989/90 1990/91

農林水産省 231,623 245,392 271,790 300,596

農業 167,646 176,467 194,211 217,823

林業 25,374 24,187 26,529 28,639

畜産業 17,875 21,266 25,300 26,564

水産業 20,728 23,472 25,750 27,570

鉱業 3 4 89 112

製造業 50,437 55,608 64,506 72,801

大規模 28,517 31,414 37,565 42,259

小規模 21,920 24,194 26,941 30,542

建設業 34,602 39,262 43,110 47,261

電気,ガス,水道､衛生 4,597 6,719 8,824 ll,201

運輸,合軽､通信 65,945 71,774 75,061 97,697

商業 50,396 55,015 61,583 68,279

住宅 49,982 59,866 66,358 73,867

行政,国防 24,735 29,203 32,764 38,191

金融 ll,435 13,126 15,110 16,299

その他サービス業 73,381 83,629 98,376 108,088

GDP(市場価格) 597,136 659,598 737,571 834,392

間接税一補助金 32,695 37,601 41,807 50,070

GDP(要素費相) 564,441 621,997 695,764 784322

海外からの純要素所得 20,457 22,529 22,266 26,513

GNP(要素費用) 584,898 644,526 718,030 810,835

国民純所得 543,698 598,041 666,389 751,975

人口(百万人) 103.4 105.5 107.5 109.6

国民一人当たり(タカ)

GDP(要素費用) 5,459 5,896 6,472 7,156

GNP(要素費用) 5,657 6,109 6,679 7,398

国民純所得 5,258 5,667 6,199 6,361

(出所)バングラデシュ総計局:･ ‥statistical pocket book ofBangladesh''
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表Ⅰ-6 国内総支出の村GDP比(名目)推移

(%)

1986/87 1987/88 1988/89 1989/90 1990/91

国内消費 96.91 97.61 99.58 98.08 95.72

民間 89.47 89.48 90.ll 89.24 86.72

政府 7.45 8.13 9.46 8.84 9.00

国内粗投資 12.53 12.03 12.24 ll.80 ll.73

民間 6.34 5.62 5.73 5.67 5.66

政府 6.20 6.41 6.50 6.13 6.07

財･サービス輸出(fob) 7.39 7.78 7.79 8.50 939

財･サービス輪J_･jj(cif) 16.34 17.01 18.04 1838 16.85

国内貯蓄 3.09 2.39 1.99 I.92 4.28

国民貯蓄 7.04 6.22 70.9 5.91 7.40

海外貯蓄 5.49 5.81 6.71 6.88 433

Ⅰ-sバランス*
-9.44 -9.64 -ll.82 -9.88 -7.45

(i'j?_.)* : 1- (国内消費＋国内租投資)

(出所) 1LJ:界銀行黄料

表Ⅰ-7 物価･賃金指数

(1973〝4=1 00)

1986/87 1987/88 1988/89 1989/90 1990/91

3:-1]売物価指数 396 420 452 491 511

消費者拘fitli指数* 481 536 579 633 689

名目賃金指数 627 694 744 824 856

実質賃金指数 158 165 165 170 166

(注) * :ダッカの中所得者層(月収300-999タカ)を基準とする｡

(出所)衷Ⅰ-5に同じ｡
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表Ⅰ-8 農林水産業生産指数

(1972〃3=100)

1987/88 1988/89 1989/90 1990/91

農産品 147 146 163 167

栄 152 153 174 174

紅茶 122 118
.117

112

繊維類(ジュート等) 72 68 72 80

豆類 229 232 243 245

砂糖きび 134 124 138 142

畜産品 127 131 135 138

林産品 137 172 175 167

水産品 90 89 91 96

合計 139 139 153 157

一人当たり米生産 109 108 120 118

(出所L)衷Ⅰ-5に同じo
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表Ⅰ-9 主要農産品生産量･単位面積当たり収穫量

1984/85 1987/88 1988/89 1989/90 1990/91 1991/92

生産量(千トン)

栄 14,391 15,738 15,298 17,857 17,852 18,251

ジュート 913 839 792 828 947

砂糖きび 6,769 7,093 6,601 7,423 7,682 7,445

紅茶 37,898 40,617 43,579 39,076 45,880

豆碩 549 530 501 512 523 470

油仕種子 476 442 428 438 448

番辛料 294 299 299 325 319

タバコ 49 41 39 38 34 34

1エーカー当たり収穫量(kg)

栄 579 604 615 689 692

ジュート 555 673 599 629 668

砂糖きび* 17 17 16 16 16

慕 344 354 379 333 390

豆項 288 296 275 281 291

油性種子 327 332 307 309 318

番辛料 825 862 859 887 877

タバコ 385 356 347 340 359

(荏) *:単位はトン

1990/91, 1991ノ92年度は暫定値. 1エーカー≒0.4ha

(出所)バングラデシュ農業省資料
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表Ⅰ-10 作物別潅概面積の推移

(千エーカー)

1985/86 1986/87 1987/88 1988β9 1990/91

栄 3,987 4,243 4,835 5,488 5,944

アウス 407 405 294 357 350

アマン 470 470 395 522 528

ポロ 3,Ilo 3,368 4,146 4,609 5,066

小麦 660 651 485 644 685

その他穀物 7 7 10 9

油性種子 29 27 44 30 31

馬.鈴薯 167 169 140 189 194

野菜 132 142 83 155 173

砂糖き､び 26 27 18 29 33

棉 8 ll ll 12

その他 166 157 195 199 174

合計 5,182 5,434 5,800 6,755 7,255

(出所‾)表Ⅰ-5に同じ｡

表Ⅰ-11道路交通指標

1986β7 1987/88 1988/89 1989/90 1990/91

舗装道路総延長(km) ll,815 12,321 12,960 13,627 na

推定保有台数(_千台)

バス 18 19 22 23 24

トラック 26 27 30 31 32

オートバイ､タクシー､ジープ 32 34 39 41 44

オートリキシヤ 18 20 23 25 28

リキシヤ 342 342 343 350 362

(出所)表一丁-5に同じ
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関係機関面会者

(1)日本大使館

横山 謙一 一等書記官

(2) JICAバングラデシュ事務所

鈴木 宏尚 事務所長

(3) oECFダッカ駐在員事務所

谷本 寿夫 首席駐在員

(4) LGEP

Mr. QLtamrulIslam SIDDIQUE

Mr. Md. Ataullah BHUIYA

Mr. Ziauddin AHMED

(5) BRDB

Mr. Md. Hamidur RAHMAN

Mr. Mahabubur RAHMAN

Chief Engineer

S uperintending Engineer

Superintending Engineer, PrqjectDirector(MRDP)

Di rector

Dy. Director
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調査日程

程 表

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1

2

10.SO士

31日

成田

ジャカルタ

ジャカルタ

シンh'ポール

ジャカルタ

//

移動日GA-873(ll:00-16:25)

専門家と打合せ

//

3 ll.1月 .I/ 移住省打合せ

4 2火 // El本大使館表敬､農業省打合せ

5 3水 // 移住省打合せ,専門家と打合せ

6 4木 // 移住省打合せ

7 5金 シンガ*'-ル 移動日CX-716(15:05-17:40)

8 6土 シンガポール

ダッカ

ダッカ

バンコク

ダッカ 移動日SQ-420(20:30-22:30)

9 7日 // 資料収集

10 8月 〟 LGED/BRDB打合せ

ll

12

9火

10水

(コミラ)

〟

日本大使館表敬､JICA打合せ･
LGED打合せ

現地調査(ダブカーダげィカンデL､ホムナ)

13 11木 〟 現地調査(チャンデけ､棚ラ)

14 12金 // 現地調査(コミラ,ブリチャン､プラマンパラ)

15 13土 ダッカ 現地調査(コミラーダブカ)

16 14日 〟 資料整理､報告書の作成

17

18

15月

16火

〟

バンコク

JICA､日本大使館へ報告

LGED/BRDB打合せ

移動日TG1322(14:00-17:10)

19 17水 バンコク 成田 移動日TG-640(13:30-す21:30)

調査員並びに経歴

安部 望五 生年月日

職 歴

住友･俊夫 生年月日

職 歴

昭和20年6月12日

S.45-S.47 雪印乳業
S.47-S.52 南ベトナム政府通産省他

S. 53-S. 56 極東クl)-7))･バブヂン㈱
S.56-S. 60 日本テトラ)17ク㈱

S.60-S.63 太陽コンサルタンツ㈱

S.63-現在 太陽コンサルタンツ㈱

昭和25年2月7日
S.43-S.44

S.44-S. 53

S.53-S.58

S.58-S.62

S.62-現在

H. 5-現在
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企画官業部次長

海外事業本部

開発部長

ジャパンコンサルタンツ㈱

太陽コンサルタンツ㈱

太陽コンサルタンツ㈱

太陽コンサルタンツ㈱

太陽コンサルタンツ㈱

太陽コンサルタシツ㈱

技術部

札幌支社

海外事業本部

海外事業本部

企画営業部長

参事



現地報告書
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A Field Report

On

The Fomulation of

The ModeユRuraユDeveユopmen亡Project 佃RDP)

phase ZJZ in Greater Comilla

with the RegユOnal Training Center of LG且D

November 14, 1993

Agricultural Development Consuユtants Association

(ADCA)
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r. ZntrodtlCtion I

A proコeCt-finding team of Agricultロral Development

consuユtants Association (AD⊂A) was despatched to Bangユadesh

for carrying Out a field-survey for fomulating the Model

Rural Development Project (MRDP) Phase rrr in Greater

comilla (Team members and survey schedtlle are notified in

Attached 1).

The team condtlCted a series of meetings with concerned

officiaユs of LGED, BRDB, JrCA, OECF and Japan 丑r血assy in

Dhaka and a field survey of related Thana in Greater Comilla

with the attendance of LGED (Mr. Atat111ah Bhuiya,

Superintending Bnglneer and Mr･ Nazmul Hasan, Executive

加gineer in Comilla) and BRDB･ (Atr. Hahubur Ra血man, Deputy

Director of Planning) for discussing project-directives and

obtaining advices, data and basic facts related to the

project (List of concemed officials is notified in Attached

2 and 3).

The biRDP of Phase ZZr which Master Plan Study is strongly

requested by LG且D and BRDB Ⅳi11 cover new features of rロraユ

development in Greater Comilla combining with ftDldamental

components for rural development as perfomed in Phase r

(Daudkandi and Ho∬皿a) aエd Pbase == (Kachua, Dabidwar′

Nabinagar and Banchar叩ur).
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rr. Description of MRDP Phase ZZZ

l･ Pro)ec亡Title ･･
The Model ■Rural Development projeC亡Phase

rrr in Greater Comiユユa with the RegユOnal

Training Center of LGED.

2･ Pro3eCt Area ･･ Approximately 1020 sqたm covering 5 Thana

(Comilla Sadar, Chandina, Barura,

Burichang and Brahmapara) with a

population of about 1. 2 mi11ion

inhabi tants.

3. Specific Features of Project Site=

〔ユ) These 5 Thana have meditm highlands locateイin the

〔2J

(3)

east of 1 Greater Comilla bordering Bangladesh to

Zndia′
,covering

the toⅥコ Of Comilla
-and

making

the most densely area and intensive agriculture in

Greater Comilla.

The national highway Dhaka-Chittagong passes

through the middle of the project area making

Comilla the center-poin亡 between these 2 cities.

The project area Covers also 2 reg10nal highways,

Comilla-Syhlet on

_the
north and Comilla-Chandpur

in the south for connecting this towコ tO these 2

parts of the region.

The project area is the site of initiative rural

development in
-
this country from the ユ960s hera

(Pakistan-ruled period) with BARD (Bangladesh

Academy of Rural Development) and the first

ド-24



established KTCCA (Kotbari Thana Cen tral

Cooperative Association) in this country with

successful achievements up to now.
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4･ General Situation of the Pro3eCt-Area

ThJLn& Area Agri ct)ユ亡uTJtユ PoptLIJ lion Hiin

【kJZ)2) Land(000 ▲eret) ('000) 亡ropB

JrrユgJL亡ion Other

FeAtureB

Cozni1ユA

SJdAr

277 <1.5 tユ∫ ユ. Rice

2. Voge亡■ble

3. Frt)it

DT打

STfV

LLP

(GtJZZ7t) ti

Ri v4r)

ユ. Loh' Cropped

ユ丘nd

2. Urban

deyeユopDleZ) i

3. Hecム4Di=ed

F4 rZning

ehJZ)dizIJ 202 t 0 259 ユ. P.JLddy DTFV

2. PotJtO STF{

3. 打be■t

i. yegetJble

i. High zrlediuJl

1&z)d

2. Coz)I)eC亡iz7g

亡o ChJ[Ldpur

Ei gh bTJLy

BArt)rJL 2t2 4e 252.5 ユ. Rie4 Dr打

2. Potato ST打

3. Ve9r8亡Abユe

1. HigムJ7IediLJm

la乃d

2. ConzleC亡i乃g

to ⊂bJndpur

Hi gb I/4y

Bt)ri ch4力g ユeユ 63 193 ユ. Rice DTW

2. Vet:ot&bユe ST打

3. Fruit

ユ. SoJ71e PJr亡S

flooded

2. Lot(亡rOPPユZlg

in亡e･15i亡y

3. CozIZlee亡ing t:o

Sylh.亡 Eighvay･

BrJLhDIJLP&r& ユ22 n. a. ユ3S ユ. paddy DTfq

2. Livestock STf1

3. Fish Lip

cLZユ亡ure (Gun)LZ亡i

river)

1. Flood-prove

Jred

2. PJLddy.A one

CrOP

3･ Low croppユng

inteL5i亡y

4. Connec亡iJlg 亡O

sylhet Eight(ay.

Source.･ Thana.Znfomation 1993

Marketing facilities in the whole area are insufficient

and in poor condi亡ions as tvell as the rural road

network.
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5. Proposed Pro3eCt - CDmPOnentS

(ユ) Fundamental Rural Development CoD7POnentS

(1) Rural Road Network

Rural Road Ne亡wOrk in 亡he Project Area should be

improved, especially main roads to connect to the

national highway Dhaka-Chittagong and 2 reglOnal

highways Comilla-Sylhet and Comi11a
-Chandpur

to

facilitate proper communications for the whole area.

｢2) Marketing Network

Major growth centers at main points of the

aforementioned road network should be improved with
･

proper storage facilities for local agricultural

produc亡s′ especia11y vegetables and fruits which are

main cash crops in Comiユユa for delivering to 2 main

cities of Dhaka and Chittagong and generating farm-

incomes for local inhabitants.

(3) Irrigation Facilities

The area is mainly composed of meditm highlapds with

the Gumti River passing through ■its eastern part

causing flood in Thana Braムmapatra and one part of

Thana Burichang during the rainy season) but lack of

water for irrユgation for the whole- area during the

dry seasozl. These factors make 亡he irrユgation of the

area depending mainly on DTW (Deep Tube Wells)

which command areas are presently very limited.

Zrr19rated areas by Gtmti River are also very limited

at nbw due to no storage facilities.
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A development of irrigation system for the Gumti

River to prevent flood in Thana Brahmapatra and

Burichang and making water.reservoir(s) from this

river for irrigation purpose is considered very

important･ LLP system/ therefore, is considered also

for irrユgation
-application

in this framework.

For DTW′ the developmezl亡of water storage facilities

and pipeline systems should be considered for the

sma11 scale water development for increasing

corresponding comand areas for irrユgation.

(4) Agricultural Production

With the implementation
of proper irrlgration

systems, the agricultural production should be

improved for higher yields, higher valued cash-crops

and proper croppユng Patter71S. Agricultural inputs

and extension programs, therefore/ should be improved

at the same time.

(5) Programs for Rural Life Improvements

Primary Education, Sanitation, Home Economic

Activities (Cottage rndustries, Livestock, Fishery

etc.) and Domestic & Drinking water as well as other

Rura1-Life rmprovements should be carried out through

corresponding motivation-programs of LGED and BRDB

for local inhabitants to obtain a better rural life.
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(2) Specific Components for Rural Development in Phase rZr.

(1) Regional Training Center of LGED.

LGED is notv responsibユe for planning and

implementation of rural infrastructures such as

feeders and rural roads/ road structures, growth

centre/markets′ primary schools eec for the w力ole

COun try.

To cater the huge training needs for LGED engineers

and staff (numbering more than 10,000) it is

recommended to establish a Regional Training centre.

The first attempt to address this issue has already

been taken up a月d a pユeCe Of land has been purchased

in the 亡ow刀 Of Comilla where a RegユOnal Training

Centre would be established･ Most of the training of

LG宜D staff from Sylhet to Coxls Bazar could be gユVen

at Comilla･ Moreover/ the space in the purchased land

would allow for construction of demonstration models

to the trainees. During training, field training

visits can be made to the infrastructures of nearby

Thanas under the MRDP (Phase I and Phase ZZ). Because

of its loca亡ion′ CDmi11a would be proper to serve as

an ideal site for the entire region for this purpose･

(2) WED Programs for Income-Generation

WZD Programs would be carried out at the core of

Comi11a 亡oⅥユ(TCCA Training Facilities a月d Cohliユユa

NGO Organizations) and to establisムcorresponding WrD

Offices at each Thana for women engaging in social

works and income-generation such as business shops
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and Thana- Cafeteria under t4rOmen-management･

｢3) Agro-Processing Facili亡ies and Agri-Business

As Comilla-Sadar possesses logistical advantages and

industria1-utilities (city-water, electricity, gas,

mechanicaユ workshops etc. ) agro-processing

facilities/ especially for vegetables and fruits

should be furtherly implemented to absorb the

unemployed popu王ation and to generate family-income

in this densely area which has a very low farm-area

per household.

Agri-business should be promoted also at a location

near the Comilla Growth Center or the Regional Bus-

Center of Comilla-Sadar.
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ZV･ Procedure for Pro3eCt-Promotion

Zt is recommended to implement a Master-Plan study to

identify project-WOrks, demarcation/ costs priorities and

pro3eCt implementation organization and management for the

ARDP Phase ‾エrZ as previously for Phase r and Phase ZZ to

make a proper combination for these 3 phases of MRDP.

Members and study-schedule for Phase Zrr would be similar to

the Master Plan studies for Phase I and Phase ZZ/ starting

in early 1995 to accelerate the face of rural development in

Greater Comilla as well as Bangladesh.

LGED will combined with BRDB for fomulating TAPP to be

submitted to the Govenwent of Japan by the Govemment of

Bangladesh for the tec血ical assistance of Master Plan study

at first.
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Attached 1

Team-Members and Survey-Schedule

幽;

1･ Mr･ Bogo Aわe′ Agriculture and Rural Development

2･ Mr･ ITosbio sumi亡omo′ Infras亡ructures and Water Deveユopmeエt

呈出辿三遷.I

November 6 (Sat.)

7 (Sun.)

8 (”on.)

9 (Tue. )

10 (Wed.)

11 (Thu.)

12 (Fri.)

13 (Sat.)

ユ4 (Std.)

15 (Mon‾.)

16 (Tue.)

.･ Arrival at Dhaka

.･ Meeting Preparations

.A Mee亡ing with LGED and BRDB re. Pro3eCt-

Scope, Area etc･

I Meetings with JrCA, Japan血7bassy e亡c･

∫ Field Survey in Comilla (Comilla Sadar)

-id- (Chandina & Barura)

-id-
(Burichang & Brahmapara)

-id- (TCCA)

.･ Writing and Compiユing of Fieユd Report

∫ Reporting to BRDB, LGED′
L7rCA′

OECF and

Japan加assy

= Leaving Dhaka for Japan
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Attached 2

List of Concemed Omcials in Dhaka

JapanEmbassy :

JICA :

OECF :

LGED :

BRDB :

Mr. Kenichi Yokoyama
First Secretary

Mr. Hironao Suzuki

Resi dent Represen tative

Mr. Hisao Tanimoto

Chief Representati ve

Mr･ Quamrul lslamSiddique

Chief血gineer

Mr. A. Bhuiya

SufX5nntending Engineer

Mr. Ayub Quadri
Director General

Mr. Hamidur Rabman

Director (Plaming)

Mr. Mabbubur Rahman

Deputy Director (Planning)
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Comilla Sadar:

Chandina Thana:

Barura Thana:

Auached 3

List or Omcials Attending Mee血gs in ComiLJa

Mr. NazmuI Hasan

Executive Er)girleer,LGED '

Mr. Shanqur R血man

Thana Nirbal1i O[rICerぐrhanaExecutive O[rlCer)

Mr. Atxlut MaLin

Deputy Director, BRDD, ComiHa

Mr. Prasun KanLi Chowdhury

AssisliLnl Engineer, DislricI Council ,
Comilla

Mr. Moslehuddin

Thana Blgincer

Mr. Abut Kashem

Subject-mauerOrrICer, Agdcultural Exlensior)汁ogrm

Mr. Yaiima Kichiiiro
JICA Expert

Mr. Redll,an Åhmed

Meml光r Or the ParliamcnL. Chandina Area

Mr. Shahabuddin Ahmed

Thana Nirbahi Orncer

Mr. Akhler Hossain Bhuiya

Thana Engineer

Mr. Åbdus Sobha爪Bhuiya

Omcer- in
-Charge,

Chandina Police SLaLion

Mr. PTanab Kumar Aim

Rural DevclopnlCnL Orricer, BRDB

Mr. AktaT Husain Bhuiya

Sub-assisLanl Enginccr, LGED

Mr. Saidur Rahman

Thana Nirbahi Orriccr

Mr. Ars】1ad Hossain

Thana Enginccr

Mr. Mohammild Hasar)

AgricuJlu血Omccr

Mr. Abut Bashar

ProjccLImplcnlCnbLion Orriccr, Ministry oJ'Rclicr 良 RchabililaLion

Mr. Abu Siddique

AssisLanl Rural Development Orricer, BRDB
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Burichang Thana: Mr. Hakim Munshi

Thana Engineer

Mr.Rami21uddi n Ahmed

Rural Development O汀ioer, BRDB

Mr. Mohammad Shahjahan
AgriculturalOmcer

Mr. SirajuIIsIamKhaJI
Senior Sub-assis血IL Engineer, BADC

Mr. Shariqur RahmaJt

Senior Sub-assistant Enginccr, BADC

Brahmonpara ThaJla: Mr･ Rukun Uddin Ahmed

Thana Nirbahi Orricer

KTCCA :

Mr. Shanqur Rahman

Thana Engineer

Mr. RanjiI Kumar Karmakar
Assistant RumI DcvclopmcnL Omcer, BRDB

Mr. R血Ahmed

Sub-assistant Enginccr, LGED

Mr. Abdul Karim

Sub-assistant Engineer, LGED

Mr. Nawab Mia

Chairman, Brahmonpara Union Parishad

Mr. Sairuddin Ahmcd Salim Chowdhury

Chai mlan

Mr. NazmulHasan Pakhi

S
ec陀叫

Mr. Abdul Malek

Di rector (Trhjning)

Mr. Shanqur Rahman

Agricul lure Extension Omcer, KTCCA

Mr. Moslehuddin Majumdcr
BrallCh Chier, FarnlS, KTCCA

Mr. YojiroOlonari
JOCV McITlbcr (Fish Culture)
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BURICHANG TIIANA

Basic Data

1. Area : 63.35 sq. mile
= 107.37 sq･km

a) Boundary : North- BrahmonpaFa Thana

白ばL-India

Soulh - Comilla Sadar Thana

West - Chandina Thana aJld DebidwarThana

b) L∝ation : Situated on the North-west or Comi1la Sadar Thana al a distance or 12km

2. Unions : 8

3. Mouza : 152

4. Villages : 176

5. Population : 192,087 ( 1981 slaliclis)
a)
Male : 99,485

b) Female : 92,602

6. Growth centers : 29

a)
Govl. growth centers : 18 ‾

b)什ivaLe growth centers

I
. 1 I

7. Banks: 9

8. Post Offices : 24

9. Community Center : 1

10. Villages provided with Eleclriclly : 52

ll. Govt. Guest House : 1

12. Fa山G(xJown : 2 ( I(Xn MTon)

13. Cold Storage : 7 ( 44,594 MTon)

14. Flu Sheller : 4

15. Mosque : 263

16. Temple : 21

17. Monastery : I

18, Cooperative Societies:

a)
Cooperative S∝ielies : 40

b) KSS : 205

19.TCCA : 1

20. MSS : 21

21.BSS:26

22. Weavers Cooperative S∝iety : 4
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23. Small Ponds : 4694

24. Big Ponds : 2

25. Jalmallal ( Big water-buy) : I

26. Fish Cullure ram : 6

27. Nursery Pond : 35

28. Collage lnduslries : 10

29. Police Station : 1

30. BDR Camp : I (BDR- Bangladesh Rimes: Border Security Forec)

31. Rura) Wdrare Project: 13

32. SuiaI Welfare Project: 263

33. Tubeweus : 1,930

34. Helipad (Chopper Station): 1

35. Fish Hatchery : 2

36. Agricultural data:

a) AgricuJturaJ
Lmd : 3 1,(X氾acres

b) Annual pFduction:

a)
b)

c)
d)

37. Irrigation:

Arcil COl′CrCd by lrngaLion

DTW: 182

STW: 512

PoIVer Pump : 75

38. Communication:

39. 1nslilulions:

a)
b)

c)
d)

e)
f)

a)
b)

c)
d)

e)
0

g)

Rice1 56,423 MTon

Wheaトl
,869
MTon

Polalo - 35,222 MTon

Mustud - 274 MTo(I (Muslard= Oi】sced)

I5,5(I) ucrcs

Railway : 6km

Fhved Road : 28 km

District Council Road : 8 km

Thana Parishad Road : 3(X) kJll

Rail Std(ion : 1

River : 2 (Ghungoor River and Gumti River)
Bddge/Culvert : 389

CoJIcge : 3

High School : 24

Madrashah : 2 (Madrashah = Religious Educational InsLiLulion)
Primary School : GovL.172, Private- 98 (Total=170)
0叩hanage : 1

VoαlionaJ Training Center : 1
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40. Health & FaJTlily Planning:

a)
b)

c)
d)

e)

Thana Health Celller : 1

Able couples : 32,472

Health & Family wdrare Center : 4

Vetennary Clinic : I

ArlirlCiaI Breeding Center : 4

基呈由!出幽

1. Totalhnd : 40,565 acres

2. 氏)rest : 5(X) acres

3. Temporary Fallow land : 4,055 acres

4. Cultivable Fdlow land : 175 acres

5. UnculLivable land : 8,890 acres

6. Total cultivable land : 3 I,845 acres

7. 011e Crop land : 1,025 acres

8. Two crop land : 17,475 acres

9. Three crop land : 13,345 acres

10. Crop lnlerlSlly : 245%

ll. Total1rrigable area : 18,7(氾acres

!≧塑 Acres

A us 9,090

Aman 20, 145

Boro 18,345

W hcal ')_(i)

V egetables 7
,
OOO

地
9,loワ

24, 88 2

24,392

22I

50, 000

他姓

a) A 8-icultural
Extension Division o-8ani乞岱trai.ni.n各through demonstration for

agncultural development. For this purfX)Se tralnlng materials are required:
1. Audio-visual equipment (VTR, Camera elc･)
2. Overhead Projector- 8 nos･ aJld other m∝1ern lrainlng equlPmCn1
3二Agri-extension Training Center / Bl∝k Supervisor OrLTICC

4･ Equipment For Preliminary Soil Investigation ( Soil-LesLing Kil･ S.oil&mplc

conecIIng Kit ctc･)
5. Hand megaphone

- 9 mos. (rechargeable)

b) To racilitalethe ramlerS lo gel gd prices by pr∝uremcnL and slomgc or crops,
lhe rollowlngS are required:

1･ In Budchang HQ
- 1 cold slora甲

2. Vehicle For vegetable lransFX)rtaLIOn

3. Insecticide Sprayer Machine with spare parts
I 50 nos･
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c) lrhgaLion and Drainage:

l･ For repairing DTW
- Tri叫seL, Tip set cltl･and vehicle ro√

arrylng lhcsc Items

d) Some Vegetables are marketed in Dhaka･ lr road network is improl'Cd the scoperor

markeling ､､,illt光increased･ lr vegetable preservation system
call tX dcvcloped hcrc

export is also FX)SSible･

e)
For comprehensive development or Burichang Thana here arc some hints:

1･ Agricultural mechanization is now facing problem･ requlremenLs
are -

10 FX)Wer lillers
for each union

= Total 80 FX)Wer lillers

l lraclor For each union = Total 8 1raclors

2. Existing FX)Wer Pumps
- 166 (inrunning condition)

3. Irrigalion canal( masonry)
- 50 canals (each 2(X氾r1 long)

4･ 70 DTWrun by eleclrlClly out or 166 DTW･ 96 DTW nccd cJcclriricalion･

5･ Drainage canal
- 1 sluice gale required near Haripur

CARE Bridge･

6. Ghungcorriver should tx connected lo Gumtiriver lhrougha sluice gale

7. Till- canal should t㌍ connected lo Ghungoor ril,Cr･

This will help to cultivate 15W acres or land･ I

8. Conslruclion or Farmer Training Center /Bl∝k Super､･isor
Orricc - 3 nos･

型塾.(Req uiYemen Ls)

1. Trainlng Hall rernlr, renovation and rumilure supply
- I

2. Construction or Training Sub-centerwiLh rumilure supply
- 2

3. Supplying Training equipment

4. Conslruclion or Cottage Crams Center
- 2 : Wd and tnmtxx) crafts JIormaJc c00peralors
Sewing for female cooperalors

5. Power tiller
- 10

6･ Repalr and renovation or Orrice building･

里圭墨土壁墨l邑艶.(Requi rements)

1. Construction or rish balchery
- 1

2. Training cenlcr - I

3. Maintenance or GovI. ponds
- 20
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LIVESTOCK

Exi sLmg:

Requl rementS:

1. Thana Veterinary CIinic - 1

2･ ArtirlCial Breeding Center- 1

3･ ArLificial Breeding Point - 4

4. Liveslock sub-center
- 2

5･ Private Dairy Farm -

small : 15 (registered)and 25 (unrcgisLcrcd)

6. Private Poultry FaLrm -

Small : 7

8. Duckery - 2

9. Cows I 50,(X氾

10. Goal and Jamb- 3,(X氾

1 1. Pou)try I 275,(X氾

1･ Extension and mainlenance orThana VelennaJγ Clinic

2･払rthwork Tor road and comfX}und area or Thana Velcrinarv Clinic

3･ ConslruClion or appr00ch r悦d, tx)undary wall and residence for Thana

Veterinary clinic

4. 7 Liveslock weJ(are cer)(er LTor7 LmioLIS

5･ Training Courses -

a)
On modem Poultry systems For riLrmCr ramilics

b) On cullivaLion or Anima) reed and animal nuLridon

6･ Supply or First-aid and vaccination Kil ror livcsl(x:k and fX-ullr)I Lo Lrinccs

7. SLJPPly or nece5iSary medicines

8･ Supply or necessary vaccines for 】ivest∝kand puILry

9･ Conslruction or Breeding Shed al each Breeding Cenlcr aJld Brccding Poin1

10･什oviding necessary containers and relevant equlPmCn=br use or FroヱCn
Semen for Artificial Breeding.

1 I. Supplying necessary rumiture

12･ This area pr∝luces g∝山amounL or Milk. To carry milk lo lo､vns a Milk

Van is needed.

13･ A Milk Pr∝ess)ng Plant under Govt･ owrlerShip IS nCedcd,
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坦坦RcqulremCnLs:

1･ Reconstruction or Viuage roads
I Feeder Road - B : 5･05 km

7 Viuage roads (R-I) : 50.咲) km
21 ViJ)age TOads (R-2) : 120.(氾km

2･ Bridges and culvertsl- 40 r( span BddBe OJI Gumli River.･ 1

40 rl span Bhdge on Ghungoor River : 4
Tota1 350 m bridge length on R-I type village roads
TolaI 8m m bJidge length on 氏-2 (ypeviJhgc TOads

3･ Primary schools
- New Conslruclion or school building : 30

ReconslrucLion or SCJIOOJ bujJdJ'rlg.･40

RepaJnng Or SChool building : 50

4･ Repalr and main(enaJICe Or Thana Comp一ex Buildjng

5･ Union Orrice building repair and mainlenaJICC
- 8 nos･

6. Development or HaトMarkeト18

7. Rutd electrirication

81 Re-excavation or pnds
- 24

9･ Making water reservoir Tor irrlgalion and water-use

lO･ Construction or injgalion drains (or errective use or DTW water - I
,α氾m

1 l･ Construction or embankments on both sides or GhunBOα river
- J3.50 km

12･ Construction or Sluice gates on Ghungoor river
I 4

13･ Supply orTutxwells ror'pure drinking water - 2,5W nos･

14. Canal re-excavation
A 80 km

15･ Development or Growth Center
- 4

16･ Motorbike Tor supervision and inspection or Development Aclivilies
- 15 nos･

Prepared by: Thana Engineer

Burichang
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Memo No: 493

8ARUJtA THANA TCCA Ltd.

BRDB

DaLcd: 1 1 Nol･. 1993

Basic Data

l･ Total Area : 242 sq.km = 24,097 hector = 59,520 acres

2. Unions : 15

3. Villages : 336

4. Mouza.･ 231

5. Total Population : 253,549 ( 198l slilticlis)

a) Ma一e : 126,534

b) Fema一e : 127,(汐7

6. Literacy rate : 23.10%

7. Irrigation:

地!

m

STW

Power Pump

Numtxrs

152

983

72

CommunJ ArciI

6,427 acres

12,856 acres

439 acres

TohJ 1,207

8. Totat Cultivable land : 48,(泊O acres

DATA A80Ur βARURA TCCA:

1･ Regislralion Number : 24 C･H.I - Dalcd 10 Apri), 1969.

2. Number or Socieljes :
Fo rm aLJ'on

a) KSS
- 259

b) BSS-29

c)M良SS-
10

Total - 298

3. Number or Memtxrs :

a)
KSS - 7,9q

b) BSS - 853

c) MBSS
- 274

Total - 9,027
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辿

222

20
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4. Total Savings :

5. Total Share values :

a) KSS

b) BSS

c) MBSS

a)
KSS

b) ass

c) MBSS

Tk

Tk

Tk

I
,642.728.00
149, 145.00

34, 1桝.00

Total Tk 1,825,977.00

Tk 734,820.(刀

Tk 65,540.(氾

Tk 6,780.(氾

Total Tk 807,140.00

6. Total Capital : Tk 2,663,1 17･(刀

7.呈出!出: Tk 15,912,250.00

Recovered : Tk 1 1,389,196.(刀

Deraulter : Tk 4,523,054.∝I (To be waived by Govl.)

∈姐工些: Tk 3,632,50.(刀

Recove red

DeIゝul ler

Recov er- abl e

8. Existing DTW : 57

: Tk 612,314.00

: Tk 284356.α)

: Tk 714,356.(カ

( 2,850 acres or land are under irrigation)

9. RPP Credit : Tk 7O3,7(X).”

Recovered : Tk 384,346.(氾

DeLTauller : Tk 3 19,054.(刀

10. Land under TCCA ownership : I.22 acre

辿

1. Construction or Cold Storage ( 1∝氾ton capacity )
- This may

2. ConslrucLion

_or

Cooperative Super Market -

F-44

bc constructed on

TCCA■s own land. This IViH hc)p

the coopemlors lo slorc FX)taro Tor

marketing In demaJld season by

which lhcy ca爪incrcase income.

This may bc conslruclcd on

TCCA's own land. This wiJJ help

TCCA lo increase income.
_



3･ Construction or Workshop & Training rorTechnicians
- This w川hclp lhc c00叩ratOrS Io

operate and mainlilin Lhc imgalion

equlPmenl･

4. Installation
or DTW

-

5･ Supplying Tractors -

6. Construction or ImigaLion drains
-

7. ProjectsfTorWomen -

8･ EstabJjshjng sma)トscaZe Trajnlng Unit
-

( 1 unit in each union. Total ≡ 15 mos.)

9. Fish Culture Projects( Credit raciliLies) -

F-45

It will increase irrigable areaarKL

thus agncullura] prducLion l､･in

also be increaLSed.

II will reduce the cost or

prd uclion.

Itwill rcducc lhc 一oss oI‾ll･alcr

and cost or prduclion and l､･iII
increase command area.

To help in de､'elopn-enl or rural

s∝io-economic condition through

formation or
Women S”icLics.

ThiswilJ raciJitalc the male and
female cooperaLors lo take LJ71InJng

course in their areaand wiIIalso
he]pln increaslng literacy

.rate
and in devcloplng S∝io-economic

condi lion.

All the s∝ielies have FDnds. But

reヾxcavalion and mainlenance is

not FX)SSible ror 11nanciaJ

conslrainls. Ir rinancia[ assjslancc
is available the prduclioJI Or Fish

can be increELSCd aJld income will
tx more.

Prepared by : Rural DevcJopnlCnt Omccr
BRDB, Barura.



CI-1ANDINA T'llANA

Basic DaLil

1. Total Area : 202.18 sq.km
= 20,I)_10.(カhcclor = 78･O sq･milc

Umion : 12

Mouza : 126

Vilhgc : 235

2. Population:

a)
b)

c)
d)

e)

Fam i1ies/HousetlOI ds

Total Population :

Male :

托male :

Population Density :

3. Eklucalion:

a)
b)

c)
d)

e)
I)

g)
h)

Moktob (religiousinsLiLuLe):
Ebledayee (

-- --

) :

Dakhi!Madrashah(叩 ”)
SeniorMadrashah(

p

■■):
Primary School :

Secondary School.'

High School :

CoJ]ege :

i)Literacy Rate :

4. AgricuLLurc & Irrigation:

包由!辿

40,525

272,07 1

138,202

133
,869

3,488per sq･ mi)e

173

19

1l ,'

8

86 (Govl.), 16 (Private)
1

19

2

19.2%

Numbers

】ブrW 162

ST W 274

Power Pump 76

Others

ToLaI IrrigaLcd Area :

Tohl CutLivablc Lmd :

Arca unJcr cu]Lil′ilLion:

Cullivilblc Fallow L^nd :

TcmpoTiITy FaJJow Llnd :

Uncullil′ablcしInd :
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6,908.(氾heclor

15,866.00heclor

I5,808.(X) hccLor

10 hccl()r

J8 hector

4,344 hector

Conlnland Area

3,865 hector

2,095 hector

708 lleClor

209 hcclor



One cr()pし1nd :

T≠■ocropしInd :

Three cr叩Llnd :

ToLaJ AghculluraI Lmd :

Crop lntcns)ty :

Forest :

Blocks :

Farmer Fami)ies :

970 hcclor

8,420 hector

7,4Ⅸ) IleClor

40,280 hcclor

254 %

Nil

49

3')”640

Thana AgricullumI Exhibition & Training Faml :

Union AghculLulal E.thibilion & Training Farm :

CIusLer Village : l

Families living in Cluster Village : 21

umdless Farmers : 10,0 12

SmaIJ Farmer Fiulilics : 17,000

Mid-level FarmerFamiIies : 14,890

Big-let,el Rlmer Rlmi】ies : 825

5. Cooperative S∝ieLics:

KSS -

8SS -

MSS -

OLhcrs -

246

3I

34

22

6. HcalLh & Family Phnmng:

a)
H(婿P血1 :

b) Union HcalLh and Family WcJJ'arc CcnLcr :

7. Public Hcallh:

･d)Tutxwcll (gI-ヽ't･):I '7_,150

8. RcliglOuS Instilulion:

Mosquc - 363

･ Temple- 3

Church - Nil
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9. Fisheries:

P()nds -

ToLill Area or Ponds
-

Ponds under nscicu)lure
-

Total Area or PiscicuILurc Ponds
-

Cultivable Fallow Ponds -

Total Area or CuILivabLc Fallow Ponds
-

Fisheman Fami一ies -

4,572

1,263. I I ilLlreS

4,114

2O8.62 acres

63

52.27 ilCrCS

245

Fishcrman - l
,225

Fishemcn Societies - 4

Govl･ Hatchery - 1

Private Nursery Ponds - 87

Exhibilion Fish CulLurc Farms - 20

10. Communlly:

a) Post 0rricc
-

b) Tclcgmph Omcc
-

c) Cinema Ham
-

d) Haトmarkcl, GroIVlh CcnLcr. Gral′Cyards clc. -

c) Cold sloragc
-

1 1. hnd Calcgorics:

Hilly Arci卜

High land -

Medium High land -

Low land -

Homc.ilcild _

Nil

485 hector

4,鵬hcclor

5,(泊O hcclor

3,435 hcLILor
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12. Comlllunicilli川1:

Molomblc r(nd
-

Pa＼･cd road
-

HBB roild
-

Jhrthen road
-

Bridges/Culverts -

46().75 kn1

3.87 km

16.39 knl (‥BB - Herring-Bone BriLlk)

440.49 kn1

354

production or djrrerent Crops (1タ92･93)

!辿迎旦

Aus

Transplanted Aman

Boro

A打Ian

Po taLo

Oilseed (Mustard)
Vegetable (winter)
Vegelab]e (summer)

Cullivalcd Lmd_幽些

9,180

9,598

5,277

5,560

2,110

230

488

458

ProbletllS:

a)
conslrucLion or PcrmancnL Irrigation

drains

b) Solving Drainage Problem

c) s(x:i(トCCOnOmic
ProblcnlS
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EE幽迦些

I6,276

20,337

14,043

8,315
37,132

174

6,779

6,355

Prcparcd by : ThiLna EnglnCCr

LGED

13 Nol･. 1993



DATA ABOUr Cl-1ANDINA TCCA:

Formation Dale : 5 June, 1965

Regislralion Number : 65, daled 1 1 June, 1965

Dale or FunclionJng aS an Jndependen1 0rBanizaLion : 1 July, 19SU

幽

1. Ag-jcullural Developmcnl Program through KSS
-

- Traini ng program on advanced agncullural techniques aLld coopemlil.C managCnlCnl
- Capib] font)alion

- Credit raciliLics and supplying agncultural equlPment
- Irrigation
- MarkcLing or crops

2･ Poverty AL(cviaLion Program through BSS -

- Training program on Skill development and coopemlive m'dn'dgCmCnt
- Capital l'ormalion

- Credit raciliLies

3. Socio-economic DeveJopment打ogJ71m Tor Rural Women through MSS -

- Training PFO甲am rO)'Skill development and c00peralive man?gemenL
- Capitill ronllal]on
- CrcdiL rilCililics
- Fami(y planmng proBrall1
- LilcriLCy Progmm Jbr Adu)l Women

】

4･ PrLAucing silPlings in lhc nursery Tor cn､′ironmcnL dcvcLopnlCn1

5. For incrcaslng lncomc orTCCA
-

- Piscicullurc ProjccLs
- Murkclir)g Program
- CoIV NourJ'shmcnl Progmm

旦エ_辿墾L

1. Cooperalivc s∝iclics
-

塾地匹

kss
BSS

MSS

Numtxr or sociclics TotLLJ McI】lbcrs

I?_(I) 8
,
85O

3 0 896

4O I
,350

Totid - I)_70 1 ).096
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2. CapiLaJ Formation ( in Taka )
-

墨些虹匹 Total share

KSS I
,840,500.00

BSS 97, 150.00

MSS 96,500.00

Ti9b

1
,840,600.()0
195,800.a)

525,400.00

丑辿幽

3.68l
,loo.OO

292.950.(刀

62 1.9(X).(X)

Tolid - 2,034, 150.00 2,56 1
,800.()0

4,595,950.(氾

3. Credit Facilities ( in hcTaka )
-

蜘匹

Sh()rl-term (Crop)
Short-term (Poor)
Short-term (Woman)
bng-term

Total Credit

449.75

1 l.72

14.34

工幽

370. 00

10.47

9.97

83.89 21.20

4. Irrigation Program -

a) DTW under
KSS -

b) DTW operated in 1992-93 seiLSOn :

c) Area irrigated
in 1992-93 season :

d) A､･crage pr(山uclionper acre in l労2-93 season :

c) IrrigaLion C上)sLper iLCre in 1992-93 season :

O DTW under )MP in 1992-93 sciLSOn :

旦些
Dcraul L Rccol･CmbJ c

4.09 75.76

1.25

0.09 4.28

4.02

93

83

4,?_50 hector

1.6 Mlon

Tk :い00.(X) (dicsct)
Tk )
,8(刀.00(clcclric巾●)

45‾

5. Tmining Progmm -

a) GcncraI Trained Ctx)peraLors :
:

I)”560

b) SpeciallyTmincd C(x)peralors : 240

c) Numtxr or
Women CoopeJ･dLors lmincd in Skill Del'CLopnlCnL from vilriou･'

orgilnizalions :

Couilge industry - I

Tai暮onng -

Heallh & Nulrilion -

Poullry -

Piscicu[Lurc -

C(I-per'tlil′CManagcmcnt -

VcgcliLblc & Fruil CuLlivaLion

131

129

89

22

12

1(～

ll

ToLid -

F-51
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6. Family Plann]ng lhrough FiLmiL)r Plann]ng巳IuciILion PTOgmll卜

Sociclics enroLIcd Mcm txrs 出迦出塁

75 2
,8(氾

2,005

7. Literacy Program ror Adult Women -

a) Dale or Commencement :

Usim! l■i)nlil＼･Plilnninu Meth(山s

辿 地

53 1
,450

I May, 1993

b) Adult Literacy CenLcr : 10

c) luiterate womenper Ccntcr : 25

d) Assislanl : 10

e) Supcn●isor : 1

8･ Sapling Prduclion aJld PLanLaLion ProgrNl (torEnvironment Deヽ′elopmcnL -

al Nurse 辿

Nursery : 1

SapLing prcKJuced in 1992193 :

SapLing sold in L992-93 :

Amounl carncd from sa)c or sap一ings :

NcL PronL in 1992-93 :

PrcscnL TnvcsLnlCnl :

TilrgCL or silP]ing pr山ucLion in l朔-94 :

幽L

S･dPLing planlcd in 1992193 : 19,860

TargcL or phnliLlion in [993-94 : 50,仙O

SapLing pJanLcd unliL 31 Aug, 1993 : 3O,Jα)

ToLil) pklnLcd : 49.96()

9. Piscicu]lurc and Cot､′ Nourishing ProjccIJbr lnconlC GcncriJlion
-

地 軸些 Pro(lit I)nLi[

3iiiW

PjsciculLurc 90-9 ] Tk 3O,(XX)/-

Cow NourisJling 9ト92 Tk 88,(XX)/-

F-52

Preさ;enl

40,OUO

38,000

Tk 17(),(XX).(X)

Tk 45,(XX).(X)

Tk 90.(XX).(X)

5O
,
OOO

Jnl･CSlnlCnL

Tk )5,(XX)I-

Tk :150,(XX)/-

辿
Prori L

Toh)

L 5O3

Tk 30.(XX)/-

Tk付),(XX)/-



10･ Murkcling Progrilm一

幽ま1
1nveslmenl Prori i

Tk 260,∝沿/- Tk 30,αX)/-

Cun･cnl Ycilr ( 1!美)3-94

lnl･CSlmenl

Tk 387,αカ/-

I). Future PJannlng -

- Estab)ishing a Cold Storage
- Establishing a打inling Press

- Establishing a Fish Hatchery
- Eslablishing Poullry Farm
- Invest)ng Tk 2･O miJJion in Savings ∩-ogram

12. Olhcr lnI'ormiltion -

a) Value or Permanent AsscLs : Tk 1 1.0 million (appro.I.)

b) Long Term DeFXX;jls :
Bank - Tk 5,60,αX)/-

Savings Program - Tk618,∝氾/-

Tol山一 Tk 6,218,αX)/-

Share RlrChasc - Tk 148,αカ/-

Business/ProjccLs- Tk 1(氾,αX)/-
Credit Progrinl - Tk 265,αカ/-

ToLaJ - Tk I,3 13.2(X)/-

F-53

c)
Inl,eSlmenl :

地

Tk 60,(X氾/-

Prcparcd by

'
･

Sccrclar)I

Chandina TCCA Ltd.



塁豊重量鑑墜三雄追払.ぷ盈良望墜塾生望.

望皇室5且ユ..旦辿空室迫. 弧迫.

1. ℡hana I:ap shot-Iing七he following i8 fuTnishedミー

(a) Feeder Road Type nBIT

(b) Location of GTOW七h Cen七ezT.

(c) =nfras七mc如re5 under I･｡G.E.a (Bztidge/Culver七B,=Ⅳiga七ion

fac叫i七ies, Canal eec. )

2. ‾The na七ura1払virormen七 da七a｡

3. TTen丘of Socio-Economici fac七oz･ =-

ぬy kindly be ppFu5ed
in地e enclosed Thana 3a8io Information/

aata Sheet.

4｡ ℡Tend
of pTOduc七ion in each Thana Crops 也 Plan七a七ion ProgTanme.

℡he
exis七iI唱Crop yield may be increased.if necessary drainage/

irriga七ion facilities made available.Reo.uisi七e No. of Deep/shallow
知be-町e11B requirc8 i;o be pz!ovided in七he loeali七y七o boos七up

_agricultural
pェ■oduc七B.

Live S七ock8 ℡he=･e is ample 8COPe七o esねblish poul七y farJ7) a七

village level七hrough Co-operatives society after givi喝neCeSSary
℡raining 也 loans on essy七erz7)a e七c. 良 also七o o七he=･ in七eres七ea

grOuPE4

Fish cul七ure= Basic infoエーma七ion
on七he existing fish

cul七uTe in

七he空hana has been faTnished in七he enclosed ℡hana Basic inぎoT.Tna七ion

shee七ヱもp. Demonsi;ra七iQn/i7nish Lz411七iplica七ion farLn may l)e es七ablishea
七o nlake七h¢ people acquin七ed vli七h七he modem七ecbnique｡

地虫盗! Thez･e is no such 5Chezne a七p=･e8en七.Such七3Pe Of scheme

may betaken in con8iaeエーa七iQn Of its sui七ibili七y.

5' 姐盟主
Vege七ableB= Thi8 ℡hana has got a la=･8e area for vegetable production
℡he vege七∈血1e like po七a七oIToma七o & o七heT local verie七y are supplie且
七o I)haka/Chi七七a8Ong DlaTke七e8.

6. 地吐‡ (Fumished below on priority basis)

A. (1) Rural蝕inary Scihools.

(2) Rural Road.

(3)

(4)

(ラ)

a.(1)

(2)

(う)

(4)

Rural Water use.

Rur幻. Lecture class ′and mee七in8 e七c.

Otheヱ･B (Co七七age Industry)

Planning七he combined･ use of ReservQiT and Puzq)良.

Rehabili七a七ieB Of old Reservior for irz.iga七ion.

玉s七ablishmen七new Reservioz･ (fozT efficien七wa七eT use)
Buried. pipe line王oエ･ i=･riga七ions(王cDT efficien七vE由er use)

(5) cen七eェ･ for agricultural facili七ieB
management.

(6)弛Ⅶユ8u2d 21ead3'us細en七' and e如abユi血まni.1 ne!q puD7P 8yS七eLh

エnQlud.es '. Tt7a七er managcmen七 cen七er.

エrriga七ion Facili七ie白 Lbin七enance works

℡raining Center.

Ruェーal盈1ViTOnLnen七 sellVice center.

?_on℃ea._｡..._.prz
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血

7i; otheご8=ヱ‾℡wo.Fe血色r Road- IBI七ype &七bree
_o地er

Rural恥aas aeL

inaica七由in.the ℡ha瀬也p require developznent on紳
.ノ

●I T■

pz-iori七y-p.コ麺fer'abely
bi七uzninouB Carpeting Col make七he 8ame allL‾

t_I:i
.we如heT...aiming a七inprcrveふen七一Of con血血cationhr-野鮮七a七ionギaciliこ

七ie5 and BOCioieconoJZlic develo‡岬ent in.the ℡hana｡Educationa1丑1Sti七u毒

‾･七iones require aeve王opmen七七o nee七 也e increasi喝hee且o王acc'oz30色a-

七ion･路iou_苧BCheme血 伽field of ag出cui七urdpish-cuユ加re/Live-

β七ockーe七c●J also requiz?e七o･.betaken up七o meeセ七he local demand as

甘ell as七o m血e i七possible七o.supply女ロ【七he ol1七pu七s 七o七he
･

na七ioha1/エn七ema七io泌ユmarke七s
for. OVeTall Socio-cconomまc

up争iftmenf

- ,of七he people of the locality;■ ℡hese早Chene a飢er inplemen七a七ion

wi11 ushezT a.new era foz･ economic i血anCちa七ion.

i･.Othe=･B(ideas by I'GED'ヨn8ineer on知ral I)evelophlen七)

幽:

℡蜘払ri喝rainy 8ea苧On O臥七he'rQads become -ady TeSul比喝
● ノ

in由kB郎押tion of col-nic&tion by vehic山ar七-ffic･ =f七he

infras七uci七ure a.evelopmen七i_a made it wi11王acilita七e 七mnsp叫ー七aもion

facili七ie8 0f agricu1七u=･al pコ20duc七si ℡he p=■oduceエーS Will ge七 reaseェーa-

ble pTic.e and becoJne make in七ereBted七o
increase r･roduc七免n･:

:

¢
望han云

i. G.玉;.I).抑% rchandinal Comi11a＋
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Preparatoryエ皿Ve如iga七ion Data and infor皿a七ion etc.of BrahLnanPaZ'a

ニ二二二旦望垣主主星_.

1｡馳p of each ℡han早 Bhowi皿g the fo11owing王-
Feed.er roads undeェ･払ED
LocationB Of Growth Ce皿七er8

工nfzTaBtrtlCture8 tuder LGBD

冒n#:eti蓋r:;主監l;eOf:d琵;i:iv:lfe8言eo;e
lW:,r慧;:3a

i

T叫a map e皿CIQ8ed七油erewith in three Bhee七B
Road Structure (b) irri甲tio皿facili七ieB (c)
O皿8●

2● T血e 皿a七ura1丑nvironme皿t data

五ydrolbgy an丘払e七corology

8Oil znecha皿icsJ and BOil
ik'iap8

Grotnd water.

3. ℡ェ唱nd of BOCio-ecQLIOmic factor

Popt)1atiQ皿 Ofココhana

E¢o皿0町 Of 虻Tha皿a

Di8七ribu七iQn 8yS七em of

of T血皿8

works,Pump B七atio皿8

●howing (a)Roads and
Ed.uciational inB七i七u七i-

ilot 8Viiable

i- 1,55.608

;- Econom碇iB Mai且ly b岨on

l皇莞言i冨冨I1芸rei6?許AeC霊宝iv…温e
Pal

people are poor'七he whole Tha皿a iB

Loyv land. and 王1oo丘 effec七ea area

地ain cropu i8 Pad･dy..エ七
んfood prod･uc七ion.

production
壬- DiB七ributio皿 ByBtem

n of 七he ℡han8 i8 nO七
be¢ouBe it iB deficit

4o Trend of pェ･Oduc七ion in ℡ha皿a

cropB anal planta七io皿PrOgram

IJiveBtick

Fish cultJure

ProceBBing

(page封o.2)

;-The ℡hana

previouBly be.n%g:nelo芸rl.㌢払dayrち

i8 deficit

of productio

poa8ible 88

8エーea ●

1由一ま皿g aエ･ea

wag Produced 'now
a days Wi七h七he

inc工帆Of irrigation facili七ie8

tB慧eデo監㌘gin慧e喜詰t
a:㌘itte言BBeaexpected tha七 win也eエーCrOPPl皿g

with fur七hez? incTea8好: .

;-.-i2 8re8en七po8tion of七he live-

8七oc止 are～followB ｡

血)
b)
o)
d.)

:;.･ie
)

¢ow 31,7

Goa七､ 1う,4

She ep

p9 ul七政y
Duck

1,20

70

79 iN-oB

59
11

92
1卜

, 22311

, 575tl

;-胡o of払七che町 2ⅣoB
,fiBh

･

Bi'ur良心ry 2 ll'oB ｡ Fish pェ･Od.uc七ioLi
皿y be. in¢reaBed BeVera1七ime占
by in七rudu血･imod･e甲teChonology

i- ℡heTe i8 nOJ( P王正文Eエ喝pエーOCeB8ing

ByBte瓜in 七hi8_ Th且na｡
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(page封o.2)

5● Pote皿七ial Agricultural Productions

Exa皿ple Special
･
p=･oduc七8-

Vege七able 8

ve占etable8 ( for Bhaka血rke七)

F=ui七B
I
(-･ lqo. )■

Fi8h ‾cul七uェ･e- ( ao
-
)

i皿 ℡bana

Farm ‾produc七s (for export ち_oJapan)

6｡ wh.七◆iB needed fo主 Rural Beveiop9men七写

･)Rural･
living
eniironmen七(-ke r甲king

accoTdizlg tO
Prioェ･i七y)

b)エmprovemen七of facili七ieB for Agric-

u1七路I production (make ranking ace.or-

ding to
priority)

(page甘o.3)

F-57

;-_

vegetables払.七駄
+f芸:uDi?8ka=:…e遠地人for

･
Dbaka姐arke七■.

;_ Fish

cultur;dhaka
and

chi七tagQng 払arke七.

壬.- The工■e i8 nO far皿t･P=･Oduc七8

I_foエ･ ･eXpOエ･七七o Japan.

壬-エ)Ruェ色1 Roads(Feedeェ･ Road_B.

ェ;il孟augr:1rpOar!藍ry-sch.占I
TZ工)--･■Rural water use (w&七e_I

ェv is芸puprtyl
I

;…詑uwma七celraeBtBCまnaJneeting place'

v) Rural Ble-ctrifi叫i由･
Vエ)Rural s'ani.ta七与on
Vエエ) co七tag9. and Bmal1エnd･u8trieJ

･'8.●

i-工)RehilDilita_甲on‾9fold
re8er-

voir foェ･ Zrriga七ion｡

=エ)
pBuried

pipeline for ■エrTiga-

t与on. (for eff与c与en七whter-use)

=工エ) p1益ning七hi combinぬ_use
of reseェ･VOir and王'umpB .

エV) EB七abli8hing new Re畠erv･oiェ･

I
( foェーefficiep七wa七e工･

-use)
V) Farmland readjus七皿en七and.
eBtabli8hi皿g new Pu血p By畠tem

JOn faェ･mエ･Oads._エrriga七ion a且d.

drainage syB七em,ro七ion of

vl i怒号yrea妄言roiiher言cu7toぎ;まfa.Oil_
I.I
i七ieB

･以anagemen七血a
include8王Wa七eェーーmanagemen七 cez1-

tre.

=rrigation facili七e8胞intena-

nce vvoTkB
.

■℡raining centre

Ru碑iゴnvironmentT BerV阜c色p
ce-nt re

vエエ) Excavation and痩e-excavation
Qf c&n姐1魯 foT pre8erVe Of

･rain water
for工rriga七ionI

N血viga七io五a皿d fiBhfcLl1七ure

yエZ工)Deeb七ube Well,Bhallow七ube-
we11 and low lif七Ipump may be

electrified and their ･nunberB
may be increBea

,forr
more

produc七ion.



(page lJo.3)

7｡

=DO三vh:fB.,諾三etaaBr:ywYl慧meE号gineerB
On Ruml

エmproT確言eumraallelEivnginiee…n,:ironme皿七

エmprovlngエnfra8七ruc七ure for

Acricultural Iproduc-tion
(by Young Bngineer8)

･=-エmprove申e皿七 of Educational

Facili玉ie a.

工mp=-ovemen七 of Bani七a七iQn an且

pure wa七eェー8uPPly o

Be七七er hou8iLlg facili七ieBJ

′

エmpェ･OVeme皿t Of Health care

and･ FaJnily p丸山uling facili七ie8･

Creation of employmen七 oppqr七t1-

土i丑ni七y foエーthe rural poor'

言- ConB七ruc七ion of.EmbankJIen七

皿文事Cum road Of Salda and･

Gu皿gO=- ='iveェー七o pro七&c七 8uaden⊥･
floodo

･
Con8七ruc七ion of Sluice gate

and regula七o工■B inエーiver an阜can-
nalB tO increse =rriga七io皿faci1-

itieB .

ConB七ruc七ion o王事･OadB,bridge8

and culvert∈Ⅰ for be七七er 七TaanSF

por七a七ion fo工･ Agriculture

prodtlC七8 ｡

エnbroduc七ion of modern techeno-

1og3 in Agricultu=■e,specially

u8e Of 七rtlCtOr8●

勧紙,I
( sh且fiqur RabmaLl )
･℡hana Enginee=･

Bratunanpaェ･a
,
Comilla o
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AT A GLAliC玉.

I･iBt,
0‾f且叫cationa1

=nBti七u七ion Un6.eェ･ Brah皿anpara rP旭na

●

Comilla.

1｡ Co11ege 王- 22qoB

2｡瓦igh School ;- 14 如8

3｡ Gi工･18fiigh School エー1 ilo.

4.

5｡

6.

7..

8●

Junior Ziigh School ;- 3 lloB

Gov七･Pri-ry school :- 5さb･oB

ilo.Gov七Regi8七ered pry. Scihoo=- 20 2d-o8

Senior 放adra8ha :- 8 No8

Allim' iLJiadraBba ;- 4加o8

F-59
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List Of玉duca七iQna1エ皿8titution tlLldeT如ahnanpar'a -

｢‾十-㌔
･
comilla.

s1 ! uni血

Not

Location .'封ane of Cdllege/High Schわol and
lT Giェー18五igh School.
1

I

l

1 ' shahabab8d Village Sbahababad Sh且bababad College

2. Shaidlai
II Sb&idlai Sb且idlai･ Amir Ho8Bai皿

Jobad,a College.

･

T慧盟/2F3-Bz･abmanpara
,
a omilla ｡
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List Of Educa七ion81 =nBtitu七i=o皿Under Brah皿弧para

,
Conilla'

S1; , tlnion

封o†
1 1 Schoo1.

S I l･

Loca七ion :1Jane of High School an丘Gir18 Eigh

I o 比adhabpur

2.
1I

3. Cha皿dla

4.
11

5. Sl坊id.1ai

6. ‖

7.
M

8. Dulalpur

9. I1

10. B坤hl凪npa=■a

ll｡
I1

12｡ ShaBhidal

13.
t1

14. 1T

15. Sha払babad

16. .-

17.
1I

1 8 ' t(lalapa ra

Village
･ぬdb且bpur

ll

.取払Jldu由蛤r
lT Ohandla

lI Bardphia

lt
Shl;idlai

ll Sh..idlai

lt Pomkara

II Dulalpuz'

ll Gopalnagar

ll
Brahm巳nPra

fl Dhanaydul

lI S上凪8hidal

ll bLagai8h

II
Ho王･i皿ang姐1

ll Shahababad.

11 ze=･oine

H ℡atara

ll bLalapra

地adhabpur己igh School

且b且皿d･ ugh&r

C血dla

B ardBBhia

S王y･idlai

r] fl

TI TI

ll ll

ll lt

Sh'.idlai NAB;J血8n High Schoo1｡

P omk8ra 且i畠h Scihool.

I)u1& 1p ur
” rr

G opalnagar
-1 1I

BrahmELnp&コa V匂gabeLn tligh SchoQl･

D上岨皿ayd･ulー▲こ-‾一
_I
High School.

ShaBhid.a1 瓦igh School.

■芯ag8i8h
T‾-Ill

1':T'･ nigh..I 8choo1｡

五o=･imangal ll Eigh School.

Sha血色babad I･a七ifa fligh School.

pzre47
_o&in#ei&h#鑑三c

h.. i.

此alapara High School.

T認諾芦●Br8bm巳nPaZ-a, C omillao

F-61



hp l塾L_塵追主監地温....+辿出生止日生垂8d

1.放oki皿pur Govt● pry. Schoo1●

2'地&丘h8bpur
ll I1

3. iCan4ughor
” l1

4. Ranigach II TT

5.. Met(gt)ach
ll r1

6. shi七eBh&11 11 I1

7｡- Shit由土凪1- T.B･一 Gov七

School.

II

=

II

ll

pry 8choQ1.

8. 11oェ･th C血dla II ”- Scho1,

9● Jamtali Govt pエーy 8Choo1.

1. Jdirpur Registered pry Schoo1･

2● Vaェ･a皿エ
ー

II ” S¢bool.

3. D8dhikb且Ia
fl tt

School

4. B81kia :一-regi8七eTed･ p甲SchoQ1'･

8= South払ndug旭r
.-

pry School.

･ 2王goi Shid1&i U.P

1. Be由比hala‾ Gov七.pry Schoo1'

2｡ Deghirpaェ■ lI ” IT

3. Pom如zTa
t1 1t tt

4. Laェ･uchaz･
fI TT T1

5. Sゐu七h Bhidlai Gov七. RriLnary Schooli

6. Bhidlai Govt. pry.School-'

7. North 8hidlai Gov七.pry.School｡

8. Shidlai Golabaria
lI Tl fT

1. We8七 8hi丘1ai Regi8七eェ■ Pry .School･

2. ShamBOr皿aSar 'J q I'

3.甘eB七Bera■kb且1a
'' -- --

ユ』幽pP

1. B&rdushia Gov七. pry_ Schoo1'

2. Cho七od.tlShia II = ll

3.

4.

C haripara TI fT 11

Chanala ll ll ll

ち. Chara且haTi
II = lI

1
Q工)arpana工･ayan Pur旺Registe=.ed pェ･y SQh()o1.

1｡ Sou七h云ard.husia GouBia甘■-RegiB七ere

3･ Gajaria

1. -i)eouBh

i,-regiBteTed pry Scbool'

4 h-o shaBhidal t5.P

Gov七.p叩.Schoo1●

2｡ S血ajghoェー
tI

3. 11agai8h
tt

4｡

5o

6.

7.･

8●

b-iaL10エ･a
IT

i3ag三色
II

ShibpuT
u

ABhabari ll

Sha8hidal
II

II II

M lt

lI 川

II ‖

tt

ll

ll II

(page No.2)

pry Schoo1'

F-62



9.

1●

2■

1.

2●

j.

4.

5.

1.

1●

2●

3.

4.

5.

6.

1●

2●

1.

2●

3.

4｡

5｡

6.

1.

1.

2●

3●

4.

1｡

2.

9.

(page iio.2)

己orimongal Gov七.pry School.

ljorth山agaiBh Registered

iior七h Te七abhu皿i ll

jL旦地
主alina Gov七.pェ･y School.

Dulalpur ” Tt u

lie a'uェ色
I･1

G opalna各色rt-

14a11a (I

∬o七h Gopalnaga工･

14aiBhor Govt

Bra加皿Pa工･a --

DagTaPa=■a -･r

Dbannadul
ll

血Ia瓜uria tl

iJioha lax坤?a ra

II

”

pry School.

= Il

= 川

RegiBtered pry.School

J･

6 h'越生_且遥

pry .Schoo1'
1[ H

ll ll

ll 川

Il lI

Gov七｡pryo BChoQl●

払IpabaBh Regi8七e工･ed pry'8Choo1●

Ⅰはighoェ一山opapara lこ‾.･3Reg｡pエーy .Schoo1'

7苫o. Bhahabab&d U.i

Cha七ieuli Govt｡pエ･y.School●

℡atera †f
'

lt ll

llagorpar. n II ”

･S血a血babad
J.I ll lT

T&kui'
･

II ll II

Je ruエ皿e
ll ll II

Shahebabad. Haヨ iエbrahim /.-reg'pry School'

8 27o.払alar)aエ･a U｡Z).

地.E cbandipur Gov七

ABb且d血ga r
I■

Alu.a
`

Il

血巳Iapara II

pry.Schoo1'

M =

II 川

Il り

East ChaLldipur Regi8七ered

Ramnagor tl

pry.占cnoo⊥｡

= Sebool.

East Alua '‾1-Regi8七ered pry. School.

F-63

_/〇仙u仏亡九〃ヽ′.
占hana且ngii/e-elf;?L3
Bra加npara

, C omil18 I



i旦皇+!堕幽

1
｡払undushor Dakhi1 舶adraBha

2封o. Shidlai

1● Shidlai Senior qLad.n8ha｡

2● 丑a8七Pom也ra Dakhi1姐adra8b且.
■

1逆且+辿a

1 ● Chan丘Ia Bakhil姐ad.r8■Bb且

2｡ Bardu8hia Dakhil lI

地+辿聖睦虫垣1

1. Bagra BenioT 山adraBha

2｡ 五o工･imongal Senioェ■ Wladra8ha

5_.旦虫_地ur
I

1● Balina Se皿ioェ･ uia丘raBba

2｡ Gopal血aga=■ Dakhilぬdra8ha

6土地&

1. mohalaxi皿aPaエ･a Senio工･ biadraBha

7 旦旦!_+幽_

1. S旭hebabad. Se皿io王･血adraBha

旦旦皇L_塾幽

1. Alua Senior AiadraBha

F-64

T望由BrahnylnPaエ屯, Gomilla.



Z'aェー七iculaェ･B Of Deep/Shallow Tube甲118 也 1･ow 1丘ft'Pu.np8

Undeェ■もrahma皿Para llhana,I)i8trict-C omilla.

-･1

INo8 operated yvith l加o8･OPera七ed f･Area Lmde工･
lhrame

T

No8 :Elec七ricitF･ '伽ith deBel 'Irrigation insl･ : lhrame :'芸…三a1
月o'

-
1

l t

I I
I I I

I
acres

PreBeLlt Condition

inorder :disorder

fie mark8

A. Deep Tube we11 86

･句B｡
I
の

Cn

S土1a11ow ℡ube Ⅵe11･ 200

a. んow Lift王'ump 122 12

76

18C

88

4500.00 82

2160.00

4200.00

180 20

100 22

或泌仙仙.
Thane

Engiまと-eiJ,1う
BrahT阻npara

,
Comi11且.



如r七icularさOf 1)eec tube well of Br8hr1漁LIPara Thana)CoLDilla

しBRDB)
sl.. 如me

ofロnio皿; i･oca七1on ; capacity.S co甲andin6 ･Area ユ塾窒息地+. † ReL.nr8kB
封o:

一1弓
l

の

くlつ

! in ¢u8e¢
1I

iJ7ZE aere8
-エn order l iii81o血盲r

8r a e ¢ eve

0
･-80

1'hadhabpur

2. Shidlai

3. Chand1&

4. Dulalpur

5. Br8hnazIPaTa

6. sh&hidal

WeBt k8ndughor
S血it 8hLi18.

paahchim Ranlgacih

5outh山adhabpur

8haltB血1&血8t舶&dhabpur

Shid1&i

加op七h weBt 8hid18i
Shidlai王1o8P8r&

.L8ru¢血ow
par8him

South we8t Bhid.18i
Shidlai jねBt paエ･8
P QJnkar&

Ad血r8ha j38rdtA8hi

Bl oz･七h we&七Ji&zdu8hi8

剃orth Gopalnag8r

山or七h Adb且r8加

地8dy8 Ba8七Jiejura
Sout血Gop8山tlgar

ぬdh3& jiej our
Ea&t Bejur8
South■ vpeat GopalLlagaz?

South Bejour8
加点dhF& Gop&山地伊r
jWIi

加ort血ぬdhyaぬh818Ⅹii8エ･8

監IB!
mBu琵ahapぞ粁8Sou七山Lialp8b88h

ll8i島hor AdBr8ha

South llaighor

怒三三£吉rRiaOaT?2ヲa
blout血且a8七山ohali文机p8ra
Southぬdhua地oh&1エよaZP&r8

触adhy8 80uth加8ighor
2J ort血Ldaig血or
Ⅵe8t山oh81axipEIz･a

Bast i)igrabhuLni
且oz,th Ba8tヱIaig血oエ･

Rlandipar

ASouth i)8`;rapa甲

山or七h Ld8gaエi3h

South B8Bt封agai8h

仙eL11 ik8rd ighi

Sh&Bhld81 AdraBha

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

DiBOZder

i)i80rde r

do

(page加o.2)

5.loo



L@Rbe･)

(page Ilo. 2 )

7. Sh&habab8d

8● 仙alapara

1q
l
の
～

山orth 2:eroin8

山dhya Zeroine

r8r8him Jlagarpaエー

South Jjhkai

山orth l始白t Ta血l

Be且t ILLL止ai

知orth yre8t G加ndipuェ■

yve8t A88dNElag8r
hlorth east C払ndipur

2

2

2

2

2

2

2

2

2

良鮎 6LJt･b dヽt/し･

Tha皿a
Bngiよと:71,13Bz.ahman9a ‡tl I Comilla.



Particu1且rB Of山eep llube viell of上irZihLTVinPa工･tL ℡haLla,Co皿i11a.

しJ3jujC)

81

110

ー:可

l

の

00

;
Name of Union ⊥o¢8 tlo皿 Cap且¢1t3

I1 0olnL.LaEldiLlg Area

izMuaeC

:両舞軸I I

Pre8en七 Collditioェ1

orde工･ i)i80工･de r

Re胞rk;I

5
1. 7 8

1. 仙a且habpur

2. Shidlai

3. Chand18

4.Dulalpur

5. i)rahJnanPtira

6. Sh且8ida1

7. Shahebabad

8.払hlapa工■a

Shidlai

south ChaLldla (Charipllra)
South UhaLld

山ulagramme

South C上1and1且

〟ha l上場ra nyt18

south G払ndla (Chatia)
south C姐ndla(Padha
瓜b&l岨C王浪ra )
血oth ChaJldla ･

血rim pup
山arpaFlara3nP ur

加aigha=■

山ohala又Imlpaz也

D血eLn u&d&ul

出芝監prヲraく山8hi
ShA8ida1

South '1.etabhumi

山tL6ai8h

山a占tLi8h

Jinaka i

ziruin

呂hahebhbad
shdhe btL bad

Shahe b8 badL

Sheahe babad

ChatiaLli.

Ziruin

山Orth Ziruin(止ri8hi止haJnar)
hadhyti ZlruiLI

ABadaLla gel I.

a handi9ur

Alda chan叫eur

2 ¢u8eC

do

dO

dO

d.o

do

do

do

uo

do

do

do

止o

do

do

do

do

do

do

do

do

do

do

do

do

do

do

do

do

do

do

do

do

6o-80 60-6う 1nQZ也er

Disorder

&

Allure opこ2rable

へβしLLp＼a,LV

ThAna血gilA=elにc7
i

jjr色hLr凪LIPtlra , C onlillu



丑RDB- ℡CCA

Bra払znanpaエ･a, Co皿ilユaー

Objec七ive8 0f BRDB-℡CCA are a8王ollo朋･

1･
‾forzn七&Qn Of village base CO-OPe碑七ふve 80Cヱe七y.

2o accunulatiQn Of own capit81仙=ou8h 8ma11 8aVing8 ･

3. ar玲喝邑tBent Of credi七 for prod&c七ion of its member

BOCie七由B bo地agzTicu1七tual an丘non喝Ticu1七tLTa1 8eC七oT8 p･

according to 地eir needs '

4. Supply of inpu七i to i七B member 80Cie七ieB

fertili2ier? peB七icideB for ag工･icul七ural

路W '申teri鼻18 for no皿甲ricu1如re ･

like ErV seeds
I

puでpOBe8 and o七heェー

5. Prov丘且e marke七in8 facili七ie昏 七o its nember8 七o en8tlre a
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